










設・運用が容易であり、完全にモジュール化及び拡大可能であり、コストも低いと主張している。 
Eco Wave Power 社は既にイスラエルで kW レベルの小規模な波力発電プロジェクトを稼働し

ている。同社は 2024 年初めに Porto プロジェクトの建設に必要な全ての承認許可を取得した。 
波力発電システムの設置に加え、防波堤の下に設置したエネルギー変換設備と同じ場所に、波

力発電博物館及び教育センターを建設する予定である。 
 
 
ポルトガル：東京ガス社は浮体式洋上風力発電プロジェクトに投資 

東京ガス社は、ポルトガル沖に設置する 25.2MW 規模の洋上風力発電所 WindFloat Atlantic
プロジェクトへの投資を発表した。 
容量がそれぞれ 8.4MW である 3 基のタービンから構成される浮体式洋上風力発電所は、EDP 

Renewables 社と Engie 社の合弁会社 Ocean Winds 社の子会社である Windplus 社が運営してい

る。2020 年に商業運転を開始した WindFloat Atlantic プロジェクトでは、Principle Power 社が

開発した WindFloat の浮体する基礎システムが活用されている。東京ガス社と Ocean Winds 社

は Principle Power 社の共同株主である。 
東京ガス社は Windplus 社の株式 21.2% を Ocean Winds 社から取得し、Ocean Winds 社は

65.17%を保持する。スペインの石油大手 Repsol 社は残る 13.63%を所有する。 
「このプロジェクトの提携から得た知識を活用し、日本における浮体式洋上風力発電の大規模

な商業化に向けて開発を進める」と東京ガス社の担当者は述べた。 
 
 
ギリシャ：560MW の太陽光発電プロジェクトを建設 

米国の再生可能エネルギー開発事業者 Ameresco 社とギリシャのエンジニアリング・調達・建

設（EPC）企業である Sunel Group 社の合弁会社 Ameresco Sunel Energy 社は、太陽光発電企

業 Lighsource bp 社の 560MW 規模の太陽光発電プロジェクト（Enipeas プロジェクト）の建設

に着手した。 
本プロジェクトは、グリーン化とデジタル化を促進するプロジェクトに向けた EU の

NextGenerationEU 基金を通じて補助金を調達し、今後 18～24 ヶ月以内に完成する見込みであ

る。 
Lightsource bp 社はこのプロジェクトにおいて、復興・レジリエンスファシリティ（Recovery 

and Resilience Facility：RRF）を通じて約 1 億 7,000 万ユーロの借入資金、及び Eurobank を

通じて 1 億 4,534 万ユーロの資金、合計 3 億 1,534 万ユーロの長期融資を調達している。投資総

額（およそ 3 億 9,910 万ユーロ）の残りの 20％、即ち 7,982 万ユーロは Lightsource bp 社の自

己資金でカバーされる予定。 
Larissa 市と Fthiotida 地域に開発される Enipeas 太陽光発電プロジェクトは、南部の

400MWp 及び北部の 160MWp という 2 ヶ所のサブエリアで構成され、約 97 万台の PV モジュ

ールが設置される。  
このプロジェクトは 2026 年までに電力網に接続される予定である。稼働初年には、0.90TWh

の電力を発電すると推定されている 
 
 
ルーマニア：PPC Renewables 社は 140MW の風力発電所を建設 

ギリシャの国営電力企業 PPC 社の再生可能エネルギー子会社 PPC Renewables 社は、ルーマ

ニア Vaslui 県の Deleni において、140MW の風力発電所の建設に着手することを発表した。 
同社によると、本プロジェクトは容量がそれぞれ 6.1MW ある 23 基の GE Vernova 社製風力

タービンから構成される予定。ルーマニア・モルドバの国境近郊に設置される同風力発電所は、

2025 年末の電力網への接続を見込む。 
PPC Renewables 社は風力発電に適している当地域の風力発電開発ポテンシャルを強調し、こ

の施設の年間発電量は 370GWh と推定している。これは 62,000 世帯の年間電力需要に相当する

と同社は指摘した。 
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PPC Renewables 社はルーマニアで、総発電容量が 700MW 以上となる再生可能エネルギープ

ロジェクトのポートフォリオを運営している。同社は、同国におけるポートフォリオは 2026 年

末までに容量ベースで 2GW を超えると予測する。 
現在、ギリシャとルーマニアで合計 4.7GW の再生可能エネルギー設備容量を運営し、2030 年

までに更に 20GW の開発プロジェクトを完了させる予定。 
PPC Renewables 社は、大規模な太陽光発電及び風力発電プロジェクトに加え、揚水発電を含

む水力発電、地熱エネルギー、バイオマスとバイオガス、バッテリーエネルギー貯蔵の開発にも

投資している。 
PPC Renewables 社は 2023 年に、ルーマニアにて Lukoil Group 社から 84MW 規模の風力発

電所を買収した。同社はまた、ブルガリア、イタリア及びクロアチアの再生可能エネルギー市場

にも参入している。 
 
 
ルーマニア：2026 年末までに 5GW のエネルギー貯蔵容量を開発予定 

ルーマニアは、2025 年末までにエネルギー貯蔵容量を少なくとも 2.5GW、2026 年までに

5GW に増加させる見通しと同政府の Burduja エネルギー相が述べた。 
同氏はエネルギー貯蔵事業への投資を呼び込み、エネルギー省が返済不要の補助金を提供する

ことを発表した。迅速に導入可能で、電力網の需給バランスの調整に貢献できる成熟度が高いプ

ロジェクトが対象となる。 
ルーマニアは復興・レジリエンス計画（National Recovery and Resilience Plan：NRRP）の

下で、エネルギー貯蔵プロジェクトの開発に 8,000 万ユーロの補助金を提供しており、これによ

り合計 1.8GW の容量の契約が結ばれる見込みである。 
更に、EU 近代化基金を通して 2024 年と 2025 年にそれぞれ 1 億 5,000 万ユーロが割り当てら

れており、これにより少なくとも 3GW の新たなエネルギー貯蔵容量の設置を促進できることが

期待されている。Burduja 氏によると、この支援スキームは、EU 承認が降り次第 2024 年秋に

開始が予定されている。 
2024 年初めに、ルーマニアのエネルギー省は再生可能エネルギーの統合に向けたバッテリー

貯蔵の開発支援に関する入札を公表し、少なくとも 240MW/480MWh の設備容量を目指してい

る。 
2024 年 4 月にはルーマニア最大規模の蓄電池システム（24MWh）が稼働を開始した。これは、

合計容量が 216MWh となる大規模なプロジェクトの第 1 段階である。本施設は 50MW の

Mireasa 風力発電所に接続されており、2024 年末までに追加の 35MW の太陽光発電容量が設置

される予定である。 
 
 
エストニア：欧州復興開発銀行は Enefit Green 社の風力発電プロジェクトに 1 億ユーロを融資 
欧州復興開発銀行（EBRD）は、エストニアにある 255MW 規模の Sopi-Tootsi 風力発電所プ

ロジェクトの開発を支援するために、エストニアの再生可能エネルギー開発事業者 Enefit Green
社に 1 億ユーロの融資を提供すると発表した。 
この新しい風力発電所は、エストニアの発電能力を最大 10％増加させると推定されている。

EBRD からの融資に加え、欧州投資銀行及び民間商業銀行からの 1 億 8,000 万ユーロの追加資金

が確保された。 
Enefit Green 社はバルト三国において重要な再生可能エネルギー企業の 1 社であり、バルト三

国、フィンランド及びポーランドで 587MW の再生可能エネルギー設備容量と 50MW の熱エネ

ルギー容量を所有・運営している。 
エストニアは EU で最も炭素集約的な経済体の一つであり、シェールオイルが同国のエネルギ

ーミックスの約 57％を占めている。エストニアの国家エネルギー気候計画では、2030 年までに

再生可能エネルギーがエネルギー消費量において 65％、及び電力消費量において 100％の割合を

占めることを目指し、2050 年までに気候中立を達成する目標を掲げている。Enefit Green 社は

2026 年までに 2GW と、2030 年までに 6GW を設置することにより、この目標達成に重要な役

割を果たすとされている。 
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●米国環境産業動向 

 
〇 アメリカン航空、水素燃料電池エンジン 100 基を購入 
 米航空大手の American Airlines（アメリカン航空）は７月２日、水素燃料電池エンジンの開発

を行うスタートアップ企業の英 ZeroAvia（ゼロアヴィア）と、水素燃料電池エンジン 100 基の購

入契約を締結したと発表した。 
 ゼロアヴィアの開発する水素エンジンは水素を使用する燃料電池で発電を行い、その電力で航

空機のプロペラを回転させ推力を得るもので、排出されるのは低温の水蒸気のみ。現在は 20 人乗

りの試作機のほか、アメリカン航空も運用している CRJ700 型機など、より大型の機材で使用さ

れるエンジンの開発も行っている。また、日本航空 (JAL) とも水素航空機の開発において 2023
年 11 月より協業を開始している。 
 アメリカン航空は 2050 年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする目標を設定しており、

ゼロアヴィアの水素エンジン導入のほか、低炭素の持続可能航空燃料 (SAF) 生産者とのオフテイ

ク契約も行っている。 
 
〇 グーグルの二酸化炭素排出量、4 年で 48％増加 
 米 Google（グーグル）は 7 月 2 日、2024 年版の環境レポートを公開し、2023 年の同社のサー

ビスなどに関連する温室効果ガス排出量が 2019 年と比べて 48％増の 1 億 4,300 万トンに達した

と発表した。生成人工知能 (AI) 需要の拡大で、同社のデータセンターでの電力消費が増加した

ことが理由と見られる。 
 データセンターは温度管理などで大量の電力を消費する。国際エネルギー機関 (IEA) の推定に

よると、グーグル検索の電力は平均 0.3 ワット時だが、チャット GPT に質問して回答を得た場合

は約 2.9 ワット時と、約 10 倍の電力が必要となる。 
 グーグルは 2030 年までに温室効果ガス排出量の実質ゼロを目標としており、二酸化炭素排出

量の削減に対し、電力効率を改善した処理チップなどを開発してデータセンターの電力効率向上

に取り組んでいる。その結果、グーグルのデータセンターは業界平均と比べて 1.8 倍の電力効率

を達成している。 
 2024 年には前世代の「TPU v5e」と比べて 4.7 倍の電力効率を備えた AI 処理チップ「Trillium」

を発表。またエネルギー生産にも力を入れており、2023 年 11 月には地熱発電所の稼働を始めて

いる。しかし AI インフラストラクチャのさらなる拡充も必要となるため、二酸化炭素排出量の削

減は困難であり、今後も二酸化炭素排出量が増加し続ける可能性があるとしている。 
 
〇 米各地で記録的な暑さ 最高気温更新続く 
 米国立気象局（NWS）は 7 月７日、西海岸を中心に発生している「ヒートドーム」と呼ばれる

現象により、人口の約１割に相当する 3,600 万人が記録的な暑さの影響を受けていると発表した。 
 ヒートドームは、太陽に温められた熱が上空の高気圧に覆われることで地面付近に熱がたまり、

気温が上昇する現象。これにより、ラスベガスでは 7 日の最高気温が 120°F（48.9℃）まで上が

り、観測史上最高気温を記録した。また、カリフォルニア州デスバレーでは 129°F（53.9℃）を

記録し、日別の最高気温を連日更新している。 
 NWS は９日は全米の約１億 2,800 万人が住む地域に高温警報を発令。高温や乾燥、強風が重な

り、山火事のリスクが高まっているとして警戒を呼びかけている。
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〇 米各地で記録的な暑さ 最高気温更新続く 
 米国立気象局（NWS）は 7 月７日、西海岸を中心に発生している「ヒートドーム」と呼ばれる

現象により、人口の約１割に相当する 3,600 万人が記録的な暑さの影響を受けていると発表した。 
 ヒートドームは、太陽に温められた熱が上空の高気圧に覆われることで地面付近に熱がたまり、

気温が上昇する現象。これにより、ラスベガスでは 7 日の最高気温が 120°F（48.9℃）まで上が

り、観測史上最高気温を記録した。また、カリフォルニア州デスバレーでは 129°F（53.9℃）を

記録し、日別の最高気温を連日更新している。 
 NWS は９日は全米の約１億 2,800 万人が住む地域に高温警報を発令。高温や乾燥、強風が重な

り、山火事のリスクが高まっているとして警戒を呼びかけている。

〇 商用 EV のセントロ、カリフォルニアに新工場を設立 
 商用 EV メーカーの米 Centro（セントロ）は 7 月 9 日、カリフォルニア州オンタリオに新たな

EV 工場と流通施設を設立したと発表した。同社としては米国内で 3 つ目の生産拠点となる。 
 同工場では西海岸向けの生産拠点として EV の商用トラック「LS400」と「Metro（メトロ）」

の製造を行う。ニュージャージー州のハウウェル工場は東海岸向けに LS400 とメトロの生産を継

続する一方、昨年４月に開設したフロリダ州のジャクソンビル工場では今後、生産を縮小する予

定。 
 セントロはバッテリー電気（BEV）商用車と代替燃料技術の開発を行っており、クラス 1 から

クラス 4 のトラックを含む様々な商用用途に対応する EV を製造している。 
 
〇 マイクロソフト、最大規模の二酸化炭素除去クレジットを購入 
 エネルギー大手の米 Occidental (オクシデンタル) の子会社米 1PointFive（ワンポイントファ

イブ）は 7 月 9 日、Microsoft（マイクロソフト）に 6 年間で 50 万トンの二酸化炭素除去（CDR）

クレジットを販売する契約を締結したと発表した。この契約は、大気直接回収（DAC）による

CDR クレジットの購入としては最大規模となる。 
 マイクロソフト向けの CDR クレジットは、現在テキサスで建設中のワンポイントファイブ初

の産業規模の DAC 施設「STRATOS」で実現される予定。マイクロソフトは 2030 年までにカー

ボン・ネガティブとなることを公言しており、今回の契約では、回収された二酸化炭素は地下の

塩水貯留により保管され、石油やガスの生産には使用されない。 
 ワンポイントファイブは炭素回収・利用・隔離（CCUS）企業として、2050 年までに世界の気

温上昇を 1.5℃に抑制することを目標としている。 
 
〇 パナソニック エナジー、リチウムイオン電池開発でカンザス大と連携へ 
 パナソニックホールディングス傘下のパナソニック エナジーは 7 月 10 日、カンザス大学と、

リチウムイオン電池に関する次世代技術の開発や専門人材の育成を目的に合意書を締結し、具体

的な連携に向けた協議を開始したと発表した。 
 パナソニック エナジーは北米での車載電池の生産能力の大幅な拡大を目指しており、現在カン

ザス州デソトに北米第二工場を建設中。同工場は 2024 年度末までに生産を開始し、年間生産能

力は約 30GWh となる予定だ。 
 カンザス大学はエネルギーやバッテリー関連の研究室を行っており、車載用リチウムイオン電

池工場の建設なども手がけている。パナソニック エナジーは今回の連携を通じ、持続可能な社会

の実現に向けた電池関連の技術開発や専門人材の育成など、カンザス地域の発展に取り組む計画

だという。 
 
〇 バイデン政権、EV 生産促進にむけ 17 億ドルを拠出 
 バイデン政権は 7 月 11 日、ゼネラル・モーターズ(GM) やステランティス、カミンズなど、8
州に拠点を持つ車両メーカーや部品メーカーに対し、電気自動車 (EV)やその部品の生産・組立拠

点の生産体制強化に向け、17 億ドル（約 2,503 億円）の補助金を提供すると発した。 
 今回選ばれたのはミシガン州、オハイオ州、ペンシルベニア州、ジョージア州、イリノイ州、

インディアナ州、メリーランド州、バージニア州。これら 8 州にある閉鎖した 11 工場の EV 関連

施設への転換を支援する。 
 バイデン政権は今回の支援策によって、2,900 人以上の新規雇用が創出され、1 万 5,000 人以上

の雇用の維持につながるとしている。 
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〇 ブルーバード、EV バス向けに 8,000 万ドルの助成金を獲得 
 電気・低排出ガススクールバス大手の米 Blue Bird（ブルーバード）は 7 月 11 日、米エネルギ

ー省 (DOE)より 8,000 万ドル (約 118 億円) の助成金を受けることが決定した。バイデン政権は

自動車施設の EV 製造施設への転換、雇用支援、国内のサプライチェーン強化などを目的とした

20億ドル (約2,946億円) 規模のイニシアティブを設定しており、今回の助成はその一環となる。 
 今回の助成金はブルーバードの EV 生産と労働力開発の強化を目的としており、D 型電気スク

ールバスの増産に向け、同社のジョージア州フォートバレーにあるディーゼル・モーターホーム

製造工場跡地を EV 工場へと転換するプロジェクトに利用される。このプロジェクトにより、新

たに 400 人以上の製造業雇用が創出される見込みだという。 
 ブルーバードは米国で唯一政府直営のスクールバスメーカーで、現在約 2,000 台のゼロ・エミ

ッション車を運行しており、よりクリーンな生徒輸送へのシフトを目指している。 
 
〇 環境保護庁、建材起因の温室効果ガス削減にむけ助成金を交付 
 米環境保護庁（EPA）は 7 月 16 日、建設資材・製品に起因する温室効果ガス排出量を削減す

るための助成金、約 1 億 6,000 万ドル (約 235 億円) の交付先を発表した。EPA は世界の温室効

果ガスの年間排出量の 15％超が建材に起因すると推定している。 
 今回の助成金はインフレ抑制法に基づき、企業や大学、公益組織など 38 の団体やプロジェクト

に交付される。建設資材・製品に関連する温室効果ガス排出量などの情報開示を推進し、低炭素

型の建設資材・製品の調達を促進するのが狙い。 
 交付先の詳細については EPA のウェブサイト、

https://www.epa.gov/newsreleases/biden-harris-administration-announces-nearly-160-million
-grants-support-clean-us で確認できる。 
 
〇 ウエストウォーター、ステランティスと黒鉛負極材のオフテイク契約を締結 
 黒鉛生産企業の米 Westwater Resources（ウエストウォーター・リソーシーズ）は 7 月 18 日、

自動車大手 Stellantis（ステランティス）と Fiat Chrysler Automobiles（フィアット・クライス

ラー・オートモービルズ、以下 FCA）と天然黒鉛負極材の長期供給契約を締結した。契約条件に

基づき、FCA は予測される需要量の一部に相当する所定の年間黒鉛量を購入する義務を負う。 
 ウエストウォーターは電池用天然黒鉛の開発に重点を置く同社の事業の中心であるアラバマ州

ケリントンの同社工場から、米国内の FCA のバッテリーパートナー工場に天然黒鉛負極材を供給

する。同社はまた、アラバマ州クーサ郡にあるクーサ黒鉛鉱床も管理しているが、この鉱床は米

国本土で最も開発された天然薄片黒鉛鉱床として知られている。 
 
〇 トランプ前大統領、EV 普及策の終了と石油増産を表明 
 トランプ前大統領は 7 月 18 日、ウィスコンシン州ミルウォーキーで開催された共和党全国大会

の指名演説で、バイデン政権による EV 普及政策を「就任初日で終了する」と述べた。また、イ

ンフレの危機を終わらせるため、共和党のスローガンである「Drill, baby, drill (資源を掘りまく

れ)」を引用し、石油増産の方針を示した。 
 トランプ氏は、「バイデンのグリーンディールは米国経済を痛めつけている」として、気候変動

問題に関する国際的な枠組みであるパリ協定からの再度離脱も公約に掲げている。 
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〇 メルセデスベンツとスターバックスが戦略的提携を発表 全米のスタバに EV 急速充電設置

へ 
 米 Starbucks (スターバックス)は 7 月 17 日、メルセデス・ベンツグループと再生可能エネルギ

ー大手の米 MN8 Energy との合弁企業である EV 充電サービスの Mercedes-Benz High-Power 
Charging（メルセデス・ベンツ・ハイパワーチャージング）と提携し、全米の 100 以上のスター

バックス店舗に EV 用 400kW の急速充電器を設置すると発表した。 
 第一段階では、カナダとメキシコの国境を結ぶ、I-5 と呼ばれる州間高速道路 5 号線沿いのスタ

ーバックス店舗に充電器を設置する。その後、東海岸を含むさらなるエリアに展開する予定だ。 
 メルセデス・ベンツ・ハイパワーチャージングは昨年 11 月に初の急速充電機の設置を開始。現

在までにテキサス州やアラバマ州、ジョージア、フロリダ、サウスカロライナ、テネシー、ケン

タッキーの各州に 400kWの高速充電器を備えた 12の拠点を開設しており、今後 12～18か月で、

全米のほぼ半数の州にネットワークを拡大する予定。 
 またスターバックスは 2030 年までに二酸化炭素排出量を 50%削減する目標を掲げており、「今

回のメルセデスとのパートナーシップは、スターバックスの EV 充電ネットワークの拡大への次

なるステップとなる」としている。 
 
〇 環境保護庁、コミュニティ主導の気候汚染削減事業に 43 億ドルを助成 
 米環境保護庁（EPA）は 7 月 22 日、気候危機への対処、大気汚染の軽減、環境正義の実現、

クリーンエネルギーへの転換加速などを目的とした総額 43 億ドル (約 6,328 億円) の「気候汚染

削減助成金」の助成対象を発表した。 
 助成対象には州・先住民・自治体などからの申請約 300 件のうち、モンタナ州による森林管理

の改善、林野火災の緩和、土壌の健全性向上、アラスカ州沿岸部コミュニティによる農業汚染の

削減計画や住宅用熱源のヒートポンプ転換促進など、25 件が選ばれた。 
25 件の取り組みで削減される二酸化炭素は 2050 年までに 9 億 7,100 万トンで、これは 500 万

世帯がエネルギー消費で排出する二酸化炭素の 25 年分にあたるという。 
 
〇 米・ブラジル、気候変動問題でパートナーシップを締結 
 米国とブラジル両政府は 7 月 26 日、ブラジルのリオデジャネイロで行われた「持続可能な金融

に関する G20-COP28」の合同イベントで、気候変動に関し協力するパートナーシップの締結を

発表した。 
 ブラジルは国内に膨大な生態系資源を有し、国内発電の 90%以上はカーボンフリー電源となっ

ている。またブラジル政府は社会開発・生産性の向上・再工業化を促進する一方、気候変動の影

響の緩和と適応、自然および生物多様性の保全に貢献する政策を取っており、気候変動に対応す

る新興国と発展途上国のモデルになると考えられている。 
 今回締結した気候パートナーシップでは、気候変動のための国際的な基金の活用を円滑化する

ことを目的に、クリーンエネルギーのサプライチェーン、完全性の高い炭素市場、自然と生物多

様性の金融、多国間気候基金の 4 つの主要分野に焦点を当てるという。 
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●最近の米国経済について 

 
〇7 月の米小売売上高は前月比 1.0％増と予想上回るも、一時的な要因が寄与   
 米国商務省の速報（8 月 15 日付）によると、2024 年 7 月の小売売上高（季節調整値）は前月

比 1.0％増の 7,097 億ドルとなり、ブルームバーグがまとめた市場予想（0.4％増）を上回った。

なお、5 月の売上高は前月比 0.3％増から 0.2％増に、6 月は同横ばい（速報値）から 0.2％減に、

下方修正された。 
 業種別にみると、大半の業種で売り上げが増加したが、自動車・同部品が前月比 3.6％増の 1,336
億ドル（寄与度：0.66 ポイント）と全体を最も押し上げた。2024 年 6 月に自動車販売店が使用

するソフトウエア会社がサイバー攻撃を受けた影響によるものとみられる。次いで、食品・飲料

が 0.9％増の 837 億ドル（0.11 ポイント）、総合小売りが 0.5％増の 758 億ドル（0.06 ポイント）

と増加に寄与した。一方、スポーツ・娯楽品・書籍は、0.7％減の 82 億ドル（マイナス 0.01 ポイ

ント）と減少した。 
 全米小売業協会（NRF）のジャック・クラインヘンズ・チーフエコノミストは、売上高が増加

した背景について「真夏の新学期商戦や大学への支出による後押しと、小売業者が提供する特別

セールのイベントが明らかに追い風となった」とし、「サービス価格が依然として上昇しているに

もかかわらず、家計は支出を計画的に進め、小売価格の下落の恩恵を受けている」と述べた。７

月は、アマゾンが実施した有料会員向けの大規模セール「アマゾン・プライムデー」に対抗し、

小売り大手のウォルマートやターゲット等もプライムデーに合わせてセールを実施した。データ

分析のアドビ・アナリティクスによると、プライムデーの期間中、米国の主要な小売業者のオン

ライン売上高は 2 日間で 142 億ドルに達し、過去最高の水準となった（ロイター7 月 18 日）。米

調査会社ヌメレーターが実施したアンケート調査（注）によると、プライムデー利用者の半数以

上（56％）は「割引価格で購入するためにプライムデーを待った」と回答する等、物価高が続く

中で、消費者はセール品を探し、より安価な代替品に切り替える購買傾向が堅調だ。 
 消費者マインドが示す状況もまちまちだ。民間調査会社コンファレンスボードが 7 月 30 日に発

表した 7 月の消費者信頼感指数は 100.3（6 月：97.8）と 2.5 ポイント上昇した。内訳をみると、

現在の雇用環境や経済状況を示す現況指数は 133.6（6 月：135.3）と 1.7 ポイント減少した一方

で、6 カ月先の景況見通しを示す期待指数は 78.2（6 月：72.8）と、景気後退リスクの高まりを

示唆するベンチマークとなる 80 の水準を 6 カ月連続で下回っている状況だ。 
 同社のチーフエコノミストのダナ・ピーターソン氏は、現況に対する消費者信頼感指数が低下

した背景について「毎月の雇用者数の増加幅の減少により、消費者は現在の雇用・ビジネス環境

に対する前向きさを少し失った。依然として非常に堅調ではあるものの、消費者の現在の労働市

場に対する評価は、2021 年 3 月以来の低水準に落ち込んだ」と述べた。補足質問では、2024 年

7 月のサービス支出計画は、2023 年 7 月よりも低調だった。6 カ月先の支出計画については、個

人旅行等多くの裁量的な項目で支出を抑える予定だと回答した。また、映画を観に行く代わりに

ストリーミングサービスを利用する等、より安価なサービスを求める消費傾向がみられた。 
（注）アンケート調査は 7 月 16 日からプライムデー利用者を対象に実施され、1 万 4,543 世帯の

支出を追跡した結果。 
 
〇7 月の米雇用統計、失業率の上昇や賃金上昇率の低下等減速傾向が顕著に 
 米国労働省は 8 月 2 日、7 月の雇用統計を発表した。労働参加率の上昇等に伴って失業率が引

き続き上昇し、景気減速のサインともされるサーム・ルール（注）を上回る水準となったほか、
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●最近の米国経済について 

 
〇7 月の米小売売上高は前月比 1.0％増と予想上回るも、一時的な要因が寄与   
 米国商務省の速報（8 月 15 日付）によると、2024 年 7 月の小売売上高（季節調整値）は前月

比 1.0％増の 7,097 億ドルとなり、ブルームバーグがまとめた市場予想（0.4％増）を上回った。

なお、5 月の売上高は前月比 0.3％増から 0.2％増に、6 月は同横ばい（速報値）から 0.2％減に、

下方修正された。 
 業種別にみると、大半の業種で売り上げが増加したが、自動車・同部品が前月比 3.6％増の 1,336
億ドル（寄与度：0.66 ポイント）と全体を最も押し上げた。2024 年 6 月に自動車販売店が使用

するソフトウエア会社がサイバー攻撃を受けた影響によるものとみられる。次いで、食品・飲料

が 0.9％増の 837 億ドル（0.11 ポイント）、総合小売りが 0.5％増の 758 億ドル（0.06 ポイント）

と増加に寄与した。一方、スポーツ・娯楽品・書籍は、0.7％減の 82 億ドル（マイナス 0.01 ポイ

ント）と減少した。 
 全米小売業協会（NRF）のジャック・クラインヘンズ・チーフエコノミストは、売上高が増加

した背景について「真夏の新学期商戦や大学への支出による後押しと、小売業者が提供する特別

セールのイベントが明らかに追い風となった」とし、「サービス価格が依然として上昇しているに

もかかわらず、家計は支出を計画的に進め、小売価格の下落の恩恵を受けている」と述べた。７

月は、アマゾンが実施した有料会員向けの大規模セール「アマゾン・プライムデー」に対抗し、

小売り大手のウォルマートやターゲット等もプライムデーに合わせてセールを実施した。データ

分析のアドビ・アナリティクスによると、プライムデーの期間中、米国の主要な小売業者のオン

ライン売上高は 2 日間で 142 億ドルに達し、過去最高の水準となった（ロイター7 月 18 日）。米

調査会社ヌメレーターが実施したアンケート調査（注）によると、プライムデー利用者の半数以

上（56％）は「割引価格で購入するためにプライムデーを待った」と回答する等、物価高が続く

中で、消費者はセール品を探し、より安価な代替品に切り替える購買傾向が堅調だ。 
 消費者マインドが示す状況もまちまちだ。民間調査会社コンファレンスボードが 7 月 30 日に発

表した 7 月の消費者信頼感指数は 100.3（6 月：97.8）と 2.5 ポイント上昇した。内訳をみると、

現在の雇用環境や経済状況を示す現況指数は 133.6（6 月：135.3）と 1.7 ポイント減少した一方

で、6 カ月先の景況見通しを示す期待指数は 78.2（6 月：72.8）と、景気後退リスクの高まりを

示唆するベンチマークとなる 80 の水準を 6 カ月連続で下回っている状況だ。 
 同社のチーフエコノミストのダナ・ピーターソン氏は、現況に対する消費者信頼感指数が低下

した背景について「毎月の雇用者数の増加幅の減少により、消費者は現在の雇用・ビジネス環境

に対する前向きさを少し失った。依然として非常に堅調ではあるものの、消費者の現在の労働市

場に対する評価は、2021 年 3 月以来の低水準に落ち込んだ」と述べた。補足質問では、2024 年

7 月のサービス支出計画は、2023 年 7 月よりも低調だった。6 カ月先の支出計画については、個

人旅行等多くの裁量的な項目で支出を抑える予定だと回答した。また、映画を観に行く代わりに

ストリーミングサービスを利用する等、より安価なサービスを求める消費傾向がみられた。 
（注）アンケート調査は 7 月 16 日からプライムデー利用者を対象に実施され、1 万 4,543 世帯の

支出を追跡した結果。 
 
〇7 月の米雇用統計、失業率の上昇や賃金上昇率の低下等減速傾向が顕著に 
 米国労働省は 8 月 2 日、7 月の雇用統計を発表した。労働参加率の上昇等に伴って失業率が引

き続き上昇し、景気減速のサインともされるサーム・ルール（注）を上回る水準となったほか、

賃金上昇率も引き続き低下する等、雇用情勢のさらなる減速を示唆する内容が多く含まれる結果

となった。なお、今回の雇用統計では、7 月にテキサス州等を襲ったハリケーン「ベリル」の影

響が懸念されていたが、平均労働時間等一部に影響はみられるものの、労働省の発表によると、

目立った影響は出ていないという。 
 就業者数（前月差 6 万 7,000 人増）、失業者数（同 35 万 2,000 人増）、労働参加率（62.7％、前

月から 0.1 ポイント増）を踏まえた失業率は、前月から 0.2 ポイント上昇し、市場予想（4.1％）

よりも高い 4.3％となった。過去 3 カ月の平均失業率は 4.1％で、この水準はサーム・ルールを 0.1
ポイント上回る結果となっている。もっとも、今回の失業率の上昇には、25～54 歳のいわゆるプ

ライムエイジ層の労働参加率の上昇が大きく寄与しており、この影響を差し引いて考える必要が

ある。 
 非農業部門の雇用者数の伸びも大きく減速した。7 月の伸びは 11 万 4,000 人増と、市場予想（17
万 6,000 人増）を大きく下回っている。また、5 月の数値は 21 万 8,000 人増から 21 万 6,000 人

増に、6 月の数値は 20 万 6,000 人増から 17 万 9,000 人増に下方改定された。新規雇用者数増の

内訳をみると、民間部門は 9 万 7,000 人増、政府部門は 1 万 7,000 人増だった。民間部門では財

部門が 2 万 5,000 人増で、伸びの大半は建設業（2 万 5,000 人増）だった。サービス部門は 7 万

2,000 人増で、ヘルスケアを中心とした教育・医療（5 万 7,000 人増）が伸びの大半を占め、その

ほかは娯楽・接客業が 2 万 3,000 人増、倉庫業を中心とする運輸・倉庫業が 1 万 4,000 人増等だ

った。他方、情報業（2 万人減）をはじめ、マイナスに出る業種の広がりも目立つ結果となって

いる。 
 賃金上昇率も低下を続けている。平均時給は 35.1 ドル（前月 35.0 ドル）で、前月比 0.2％増（前

月 0.3％増）、前年同月比 3.6％増（前月 3.8％増）と伸びが低下し、いずれも市場予想（前月比

0.3％増、前年同月比 3.7％増）を下回った。業種別にみると、これまで比較的賃金上昇率が高か

った財部門での低下が目立つ。製造業等生産部門での雇用軟化の影響が波及し始めた可能性があ

る。 
 今回の雇用統計の結果は、失業率や賃金上昇率をはじめ、多くの指標で市場予想を上回る減速

ペースを示すものとなった。雇用統計以外にも、労働省が発表している失業保険給付者数等のほ

かの統計でも、下振れする結果が目立ち始めている。7 月末の連邦公開市場委員会（FOMC）で

も、労働市場に関して、過熱に伴うインフレリスクではなく、むしろ、過剰な冷え込みを警戒す

るスタンスがみられた。今回の結果はこうした懸念をさらに強めるものとなっており、労働市場

の減速ペースが連邦準備制度理事会（FRB）等の想定以上となっていかないかという点に注目だ。 
（注）連邦準備制度理事会（FRB）元エコノミストのクローディア・サーム氏が提唱した理論で、

直近 3 カ月の失業率の平均値と過去 12 カ月で最も低かった失業率（3 カ月移動平均）の差が

0.5 ポイントを上回ると、景気後退の確率が高まるというもの。 
 
〇バイデン米政権、22 億ドルを拠出し米国の送電網を強化 
 米国エネルギー省（DOE）は 8 月 6 日、米国内の電力網（グリッド）強化に 22 億ドルを拠出

することを発表した。 
 バイデン政権は、インフラ投資雇用法に基づき、電力網の近代化を図るべく、（1）電力網の近

代化をはかる事業者への補助を目的とした「グリッド強靭（きょうじん）化公益事業・産業補助

金（25 億ドル）」、（2）州や地方政府等によるスマートグリッドの整備を支援するための「スマー

トグリッド補助金（30 億ドル）」、（3）州や地方政府と電力事業者等が協力して電力網の回復力と

信頼性を高める革新的なアプローチの展開を支援する「グリッド・イノベーションプログラム（50
億ドル）」の 3 つの事業からなるグリッド・レジリエンス・イノベーション・パートナーシップ

― 51 ―

情報報告　シカゴ



（GRIP）プログラム（総額 105 億ドル）を推進している。本プログラムに基づき、既に 2023 年

10 月に 1 回目として 30 億ドルの助成が行われており、今回の発表が 2 回目となる。なお、2024
年後半にも選考が予定されている。 
 今回助成の対象となったのは、（3）の事業に関する 18 州の 8 つのプロジェクト。合計 1,000
マイル（約 1,609 キロ）以上の電力網が対象となり、新たな送電インフラの導入と既存の電力網

の改善により、送電容量が 13 ギガワット（GW）近く増加する見込み。この中には、洋上風力発

電に対応するための 4.8GW 分も含まれるという。また、5,000 人以上の雇用創出も見込む。DOE
のジェニファー・グランホルム長官は今回の発表の意義について、「2024 年上半期にはすでに観

測史上最高気温が記録され、異常気象が全米を襲っている中、老朽化した電力網を強化し、国を

守るために緊急の行動が必要だ。国のインフラの中でも特に重要な電力網に投資し、拡張と強化

を図ることで、より強靭性のあるクリーンな電力を多くの家庭に届けられるようにし、製造業の

成長を支えることを目指す」と述べた。 
 採択された 8 つのプロジェクトのうち、2 つは高電圧直流（HVDC）技術等を活用した送電線

を新たに導入することで、電力網の容量増加を狙う。このうち、ニューヨーク（NY）州電力公社

が主導する「クリーンパス NY」プロジェクトでは、地下および海底に HVDC 送電線を整備する

ことで、同州北部および西部において生産された 1.3GW の再生可能エネルギーを、NY 市に供給

できるようになるという。 
 また、その他の 6 つのプロジェクトは既存の電力網に革新的な技術を導入することで、実質的

に容量を増加させることを狙う。このうち、マサチューセッツ州が主導する「パワーアップ・ニ

ューイングランド・プロジェクト」では、洋上風力発電用の相互接続ポイントと貯蔵システム等

を新たに導入することで、同州が導入を進める洋上風力発電等による地域のエネルギーミックス

の多様化に対応できるようにする。 
 バイデン政権は、脱炭素化を実現しつつ、電化やデータセンター、製造業の拡大に伴う電力需

要の増加に対応するべく、インフレ削減法（IRA）等による再生可能エネルギーの導入や、送電

許可の迅速化等もあわせて進めている。今回の電力網の強化に向けた取り組みにより、脱炭素化

に向けてさらなる弾みがつくことが期待される。 
 
〇7 月の米 ISM 景況感指数、消費・投資抑制の影響が製造業でより顕著に、非製造業は基準値超

え 
 米国サプライマネジメント協会（ISM）は 8 月 1 日に 7 月の製造業景況感指数を、8 月 5 日に

7 月のサービス業（非製造業）景況感指数をそれぞれ発表した。いずれも消費を抑制する動きや、

高金利や先行き不透明感から生じる設備投資の差し控えによる影響を受け、製造業でより顕著に

影響が表れ始めている。 
 製造業景況感指数は 46.8 で、前月（48.5）より 1.7 ポイント下落し、4 カ月連続で基準値の 50
を下回った。ブルームバーグによる市場予想（48.8）では若干の改善が期待されていたが、予想

に反して下落した。 
 項目別では、指数の構成要素のうち生産（45.9）、新規受注（47.4）、雇用（43.4）、在庫（44.5）
の 4 項目で基準値 50 を下回った。在庫の減少は継続しているが、積極的に補充する動きは見られ

ず、今後の需要を占う新規受注も低迷する等、需要は明確に減速している。ISM 製造業調査委員

会のティモシー・フィオレ会長は需要減について「現下の金融政策やそのほかの状況により、企

業が資本や在庫への投資に消極的になっている」と説明し、併せて、製造業の収益性に下押し圧

力がかかっていると指摘した。 
 業種別では、縮小と回答した業種の数（11 業種）は前月（9 業種）からさらに拡大、産出額の
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（GRIP）プログラム（総額 105 億ドル）を推進している。本プログラムに基づき、既に 2023 年

10 月に 1 回目として 30 億ドルの助成が行われており、今回の発表が 2 回目となる。なお、2024
年後半にも選考が予定されている。 
 今回助成の対象となったのは、（3）の事業に関する 18 州の 8 つのプロジェクト。合計 1,000
マイル（約 1,609 キロ）以上の電力網が対象となり、新たな送電インフラの導入と既存の電力網

の改善により、送電容量が 13 ギガワット（GW）近く増加する見込み。この中には、洋上風力発

電に対応するための 4.8GW 分も含まれるという。また、5,000 人以上の雇用創出も見込む。DOE
のジェニファー・グランホルム長官は今回の発表の意義について、「2024 年上半期にはすでに観

測史上最高気温が記録され、異常気象が全米を襲っている中、老朽化した電力網を強化し、国を

守るために緊急の行動が必要だ。国のインフラの中でも特に重要な電力網に投資し、拡張と強化

を図ることで、より強靭性のあるクリーンな電力を多くの家庭に届けられるようにし、製造業の

成長を支えることを目指す」と述べた。 
 採択された 8 つのプロジェクトのうち、2 つは高電圧直流（HVDC）技術等を活用した送電線

を新たに導入することで、電力網の容量増加を狙う。このうち、ニューヨーク（NY）州電力公社

が主導する「クリーンパス NY」プロジェクトでは、地下および海底に HVDC 送電線を整備する

ことで、同州北部および西部において生産された 1.3GW の再生可能エネルギーを、NY 市に供給

できるようになるという。 
 また、その他の 6 つのプロジェクトは既存の電力網に革新的な技術を導入することで、実質的

に容量を増加させることを狙う。このうち、マサチューセッツ州が主導する「パワーアップ・ニ

ューイングランド・プロジェクト」では、洋上風力発電用の相互接続ポイントと貯蔵システム等

を新たに導入することで、同州が導入を進める洋上風力発電等による地域のエネルギーミックス

の多様化に対応できるようにする。 
 バイデン政権は、脱炭素化を実現しつつ、電化やデータセンター、製造業の拡大に伴う電力需

要の増加に対応するべく、インフレ削減法（IRA）等による再生可能エネルギーの導入や、送電

許可の迅速化等もあわせて進めている。今回の電力網の強化に向けた取り組みにより、脱炭素化

に向けてさらなる弾みがつくことが期待される。 
 
〇7 月の米 ISM 景況感指数、消費・投資抑制の影響が製造業でより顕著に、非製造業は基準値超

え 
 米国サプライマネジメント協会（ISM）は 8 月 1 日に 7 月の製造業景況感指数を、8 月 5 日に

7 月のサービス業（非製造業）景況感指数をそれぞれ発表した。いずれも消費を抑制する動きや、

高金利や先行き不透明感から生じる設備投資の差し控えによる影響を受け、製造業でより顕著に

影響が表れ始めている。 
 製造業景況感指数は 46.8 で、前月（48.5）より 1.7 ポイント下落し、4 カ月連続で基準値の 50
を下回った。ブルームバーグによる市場予想（48.8）では若干の改善が期待されていたが、予想

に反して下落した。 
 項目別では、指数の構成要素のうち生産（45.9）、新規受注（47.4）、雇用（43.4）、在庫（44.5）
の 4 項目で基準値 50 を下回った。在庫の減少は継続しているが、積極的に補充する動きは見られ

ず、今後の需要を占う新規受注も低迷する等、需要は明確に減速している。ISM 製造業調査委員

会のティモシー・フィオレ会長は需要減について「現下の金融政策やそのほかの状況により、企

業が資本や在庫への投資に消極的になっている」と説明し、併せて、製造業の収益性に下押し圧

力がかかっていると指摘した。 
 業種別では、縮小と回答した業種の数（11 業種）は前月（9 業種）からさらに拡大、産出額の

大きい 6 大業種（注 1）は全て縮小と回答した（注 2）。縮小した業種のうち、消費に近い業種で

は、「消費者の行動は例年よりも大きく変化している。売り上げは低迷し、顧客の注文は予想を下

回っている。消費者は支出を抑え始めているようだ」（食品・飲料・たばこ）、「7 月と 8 月の売り

上げ予測は低調で、この状況を改善するためにあらゆる努力をしている」（繊維）等、中・低所得

者をはじめとする消費抑制の影響を鮮明に感じさせるコメントが寄せられた。設備投資に近い業

種からも、「ビジネスは過去 1 年で最も急激なレベルで注文が減少している。6 月は目標を大幅に

下回り、今年初めて純利益がマイナスになった」（金属加工）、「経済は大幅に減速しているようだ。

需要の増加を期待しているが、そうでなければ組織改編が必要になる可能性がある」（一般機械）

といったコメントがみられる。米国労働省が発表している求人統計（JOLT）では、製造業で目立

ったレイオフの動きはいまだみられていないものの、ISM の報告では、全業種中 13 業種が雇用

を減少させたほか、「6 月と比較して人員削減が大幅に増加している」と報告しており、今後の動

向に警戒を要する内容だ。 
 他方、7 月の非製造業景況感指数は 51.4 と、再び基準値 50 を上回り、市場予想と一致した。

2024 年 3 月以降、50 を上下している状況となっている。業種別では、全 18 業種のうち 10 業種

が拡大、8 業種が縮小と回答した（注 3）。ただし、こちらも「レストランの売り上げと来客者数

は前年と比べて横ばい。猛暑やガソリン価格の高騰、メニュー価格に対する不安が消費者の需要

を抑制している」（宿泊・外食サービス）、「食品コストの高騰が顧客の需要に影響を及ぼし、ビジ

ネス全体は横ばい」（卸売り）といったように、消費抑制の影響を感じさせるコメントのほか、「サ

プライヤーからインフレ分の価格上乗せを求められている」（ヘルスケア・社会的扶助）等、一部

でインフレや高金利の影響を指摘する声もみられた。 
 項目別では、ビジネス活動（54.5）、新規受注（52.4）、雇用（51.1）が 50 を上回る等、比較的

良好な内容だった。雇用については、業種ごとにバラつきが見られるものの、「今秋と 2025 年の

事業拡大に向けて埋めるべき求人が多い」「離職者を補充するのではなく、生産性を高める方針」

等のコメントが寄せられ、製造業とは異なり、直ちに雇用の急速な悪化を感じさせる内容は報告

されていない。 
（注 1）商務省の発表している 2022 年第 4 四半期（10～12 月）から 2023 年第 3 四半期（7～9

月）までの GDP の数値に基づき、産出額の大きい 6 セクターの化学、輸送機器、食品・

飲料・たばこ、コンピュータ・電子製品、一般機械、金属加工を指す。 
（注 2）拡大したと回答した業種は、印刷、石油・石炭、その他製造業、家具、非金属。縮小と

回答した業種は、一次金属、プラスチック・ゴム、一般機械、電気製品、輸送機器、金属

加工、食品・飲料・たばこ、木材、紙、化学、コンピュータ・電子製品。 
（注 3）拡大したと回答した業種は、娯楽・レクリエーション、宿泊・外食サービス、鉱業、建

設業、経営・サポートサービス、運輸・倉庫、行政、金融・保険、ヘルスケア・社会的扶

助、公益サービス。縮小と回答した業種は、農林水産、不動産・レンタル・リース、卸売

り、小売り、専門・科学・技術サービス、情報、教育サービス、その他サービス。 
 
〇米国自動車メーカー調査、新車市場はおおむね良好、EV 化には不測事態に備える準備 
 米国自動車販売コンサルティング会社のケリガン・アドバイザーズ（本社：カリフォルニア州

アーバイン）が自動車メーカー幹部を対象に行った調査（注 1）によると、多くの回答者が消費

者需要と市場の実態に対応するために内燃機関（ICE)車とハイブリッド車の生産についてのコン

ティンジェンシープラン（不測事態に対応する計画）を準備していることが明らかになった。新

車市場の先行きに関してはおおむね前向きな見通しを持っているものの、電動化への移行につい

ては、当初の予測よりスピードが遅くなっているためだ。 
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回答内容を詳しくみると、今後 12 カ月の新車販売見通しに関しては、回答者の 44％が増加、48％
が 2023 年の水準にとどまると回答し、減少するとの見通し（8％）を大幅に上回った。また、車

両の在庫状況を示す在庫日数（注 2）に関しては、70％が 60～90 日に正常化すると予測し、前年

調査時の 38％から大幅に増加した。なお、オートモーティブニュース・データセンターの調べに

よると、メーカー別にみた 2024 年 1 月時点での在庫日数は、トヨタが 24 日、現代（起亜を含む）

が 26 日、フォードが 67 日だったが、7 月時点ではそれぞれ 27 日、44 日、89 日といずれも伸び

ている（注 3）。 
 一方で、電気自動車（EV）化の動向に関しては、回答者の 64％が、自動車メーカーは販売目

標を達成できないだろうと答えた。また、81％が EV への移行は当初の計画より遅れていると答

え、計画どおり（15％）、計画より早い（4％）を大きく上回った。さらに 86％が、EV が予想ど

おりに市場に浸透しない場合に備え、自社で ICE の生産計画を策定していると回答した。 
 EV 販売が低迷する理由として最も多かったのが、車両価格の高さ（39％）で、次いで充電イ

ンフラ不足（31％）、消費者需要の低迷（30％）だ。なお、米国自動車調査会社のケリーブルー

ブックによると、2024 年 6 月時点のバッテリー式電気自動車（BEV）の平均車両価格は 5 万 6,371
ドルで、2022 年 6 月のピーク時から 16％下落した。連邦、地方政府が提供する税額控除等を利

用すれば、より購入しやすい水準まで下がることになる。一方で、充電インフラに関しては、い

まだ十分な設置が見通せず、課題は残ったままだ。 
（注 1）調査期間は 2023 年 12 月～2024 年 6 月。自動車メーカー幹部からの回答数は 110 件以

上。 
（注 2）在庫として抱える車両数が何日分の販売に該当するかを示す指標。適正在庫日数は 60 日

程度といわれる。 
（注 3）ゼネラルモーターズ（GM）等一部のメーカーは発表していないため、オートモーティブ

ニュースは業界平均の在庫日数を発表していない。 
 
 

●化学プラント情報 

 
○米国の化学プラント建設コスト指数 

2024年05月 2024年04月 2023年05月
(1957-59 = 100) (速報値) (実績) (実績)
指数 800.0 799.5 808.8 年間指数

  機器 1,005.3 1,005.0 1,021.3 2016 = 541.7
    熱交換器及びタンク 801.6 805.4 841.6 2017 = 567.5
    加工機械 1,033.0 1,036.5 1,033.8 2018 = 603.1
    管、バルブ及びフィッティング 1,356.2 1,344.7 1,399.8 2019 = 607.5
    プロセス計器 580.5 575.4 564.5 2020 = 596.2
    ポンプ及びコンプレッサー 1,543.4 1,542.9 1,438.3 2021 = 708.8
    電気機器 827.7 823.2 796.4 2022 = 816.0
    構造支持体及びその他のもの 1,115.9 1,123.1 1,147.6 2023 = 797.9
  建設労務 376.6 374.7 364.6
  建物 803.8 804.7 818.2
  エンジニアリング及び管理 315.7 316.2 314.4

米国の化学プラント建設コスト指数
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（出所：「ケミカル・エンジニアリング」2024 年 8 月号より作成） 
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回答内容を詳しくみると、今後 12 カ月の新車販売見通しに関しては、回答者の 44％が増加、48％
が 2023 年の水準にとどまると回答し、減少するとの見通し（8％）を大幅に上回った。また、車

両の在庫状況を示す在庫日数（注 2）に関しては、70％が 60～90 日に正常化すると予測し、前年

調査時の 38％から大幅に増加した。なお、オートモーティブニュース・データセンターの調べに

よると、メーカー別にみた 2024 年 1 月時点での在庫日数は、トヨタが 24 日、現代（起亜を含む）

が 26 日、フォードが 67 日だったが、7 月時点ではそれぞれ 27 日、44 日、89 日といずれも伸び

ている（注 3）。 
 一方で、電気自動車（EV）化の動向に関しては、回答者の 64％が、自動車メーカーは販売目

標を達成できないだろうと答えた。また、81％が EV への移行は当初の計画より遅れていると答

え、計画どおり（15％）、計画より早い（4％）を大きく上回った。さらに 86％が、EV が予想ど

おりに市場に浸透しない場合に備え、自社で ICE の生産計画を策定していると回答した。 
 EV 販売が低迷する理由として最も多かったのが、車両価格の高さ（39％）で、次いで充電イ

ンフラ不足（31％）、消費者需要の低迷（30％）だ。なお、米国自動車調査会社のケリーブルー

ブックによると、2024 年 6 月時点のバッテリー式電気自動車（BEV）の平均車両価格は 5 万 6,371
ドルで、2022 年 6 月のピーク時から 16％下落した。連邦、地方政府が提供する税額控除等を利

用すれば、より購入しやすい水準まで下がることになる。一方で、充電インフラに関しては、い

まだ十分な設置が見通せず、課題は残ったままだ。 
（注 1）調査期間は 2023 年 12 月～2024 年 6 月。自動車メーカー幹部からの回答数は 110 件以

上。 
（注 2）在庫として抱える車両数が何日分の販売に該当するかを示す指標。適正在庫日数は 60 日

程度といわれる。 
（注 3）ゼネラルモーターズ（GM）等一部のメーカーは発表していないため、オートモーティブ

ニュースは業界平均の在庫日数を発表していない。 
 
 

●化学プラント情報 

 
○米国の化学プラント建設コスト指数 

2024年05月 2024年04月 2023年05月
(1957-59 = 100) (速報値) (実績) (実績)
指数 800.0 799.5 808.8 年間指数

  機器 1,005.3 1,005.0 1,021.3 2016 = 541.7
    熱交換器及びタンク 801.6 805.4 841.6 2017 = 567.5
    加工機械 1,033.0 1,036.5 1,033.8 2018 = 603.1
    管、バルブ及びフィッティング 1,356.2 1,344.7 1,399.8 2019 = 607.5
    プロセス計器 580.5 575.4 564.5 2020 = 596.2
    ポンプ及びコンプレッサー 1,543.4 1,542.9 1,438.3 2021 = 708.8
    電気機器 827.7 823.2 796.4 2022 = 816.0
    構造支持体及びその他のもの 1,115.9 1,123.1 1,147.6 2023 = 797.9
  建設労務 376.6 374.7 364.6
  建物 803.8 804.7 818.2
  エンジニアリング及び管理 315.7 316.2 314.4

米国の化学プラント建設コスト指数
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（出所：「ケミカル・エンジニアリング」2024 年 8 月号より作成） 
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●米国産業機械の輸出入統計（2024 年 5 月） 

 
米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2024 年 5 月の米国における産業機械の輸出入

の概要は、次のとおりである。 

(1) 産業機械の輸出は、43 億 2,295 万ドル（対前年同月比 5.6％増）となった。ボイラ・原動

機、風水力機械、運搬機械、業務用洗濯機、動力伝導装置は対前年同月比がプラスとなった

が、鉱山機械、化学機械、プラスチック機械、金属加工機械、積層造形用機械は対前年同月

比がマイナスとなった。 

(2) 産業機械の輸入は、64 億 6,249 万ドル（対前年同月比 4.5％増）となった。ボイラ・原動

機、化学機械、風水力機械、運搬機械、金属加工機械、動力伝導装置、積層造形用機械は対

前年同月比がプラスとなったが、鉱山機械、プラスチック機械、業務用洗濯機は対前年同月

比がマイナスとなった。 

(3) 産業機械の純輸入は、21 億 3,950 万ドルとなり、101 ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。

ボイラ・原動機を除くすべての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 11 億 194 万ドル（対前年同月比 15.9％増）となり、部品（ガ

スタービン用）や液体原動機（シリンダ）などの増加により、13 ヵ月連続で前年同月比が

プラスとなった。輸入は 9 億 2,221 万ドル（対前年同月比 4.6％増）となり、部品（ガスタ

ービン用）や液体原動機（シリンダ）などの増加により、2 ヵ月連続で対前年同月比がプラ

スとなった。 

② 鉱山機械は、輸出が 1 億 399 万ドル（対前年同月比 4.7％減）となり、せん孔機や混合機

などの減少により、2 ヵ月振りに前年同月比がマイナスとなった。輸入は 1 億 8,606 万ドル

（対前年同月比 6.3％減）となり、選別機やせん孔機などの減少により、2 ヵ月連続で対前

年同月比がマイナスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 11 億 9,661 万ドル（対前年同月比 1.1％減）となり、分離ろ過機（気

体ろ過機・内燃機関）や部品（その他紙パ製造機用）などの減少により、4 ヵ月連続で対前

年同月比がマイナスとなった。輸入は 15 億 7,244 万ドル（対前年同月比 4.6％増）となり、

温度処理機械（熱交換装置）や温度処理機械（その他）などの増加により、5 ヵ月連続で対

前年同月比がプラスとなった。 

④ プラスチック機械は、輸出が 1 億 834 万ドル（対前年同月比 10.4％減）となり、押出成

形機や真空成形機などの減少により、対前年同月比が 4 ヵ月連続で対前年同月比がマイナ

スとなった。輸入は 2 億 8,428 万ドル（対前年同月比 7.0％減）となり、射出成形機やその

他のもの（成形用）などの減少により、4 ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が 10 億 3,115 万ドル（対前年同月 7.7％増）となり、ポンプ（その

他往復容積式）や送風機（その他）などの増加により、2 ヵ月連続で対前年同月比がプラス

となった。輸入は 13 億 7,660 万ドル（対前年同月比 2.5％増）となり、ポンプ（紙パ用等

遠心式）や部品（その他送風機）などの増加により、4 ヵ月連続で対前年同月比がプラスと

なった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が 4 億 1,168 万ドル（対前年同月比 6.1％増）となり、巻上機（その他

の機械装置）や部品（その他の運搬機械用）などの増加により、13 ヵ月連続で対前年同月

比がプラスとなった。輸入は 12 億 61 万ドル（対前年同月比 4.5％増）となり、巻上機（そ

の他の機械装置）やその他連続式エレベ・コンベヤ（その他のもの）などの増加により、8
ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 7,209 万ドル（対前年同月比 10.6％減）となり、熱間鍛造機（密

閉型）や熱間鍛造機（その他の数値制御式）などの減少により、6 ヵ月連続で対前年同月比

がマイナスとなった。輸入は 2 億 5,075 万ドル（対前年同月比 60.4％増）となり、圧延機

（熱間及び熱・冷組合せ）や圧延機（冷間圧延用）などの増加により、21 ヵ月連続で対前

年同月比がプラスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 3,773 万ドル（対前年同月比 16.4％増）となり、洗濯機（10kg
超）や乾燥機（10kg 超・品物用）などの増加により、5 ヵ月振りに対前年同月比がプラス

となった。輸入は 2 億 3,725 万ドル（対前年同月比 2.2％減）となり、乾燥機（10kg 超・

品物用）や部品（洗濯機用）などの減少により、2 ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとな

った。 

⑨ 動力伝導装置は、輸出が 2 億 5,944 万ドル（対前年同月比 6.5％増）となり、ギヤボック

ス等変速機（手動可変式）や歯車及び歯車伝導機などの増加により、2 ヵ月振りに対前年同

月比がプラスとなった。輸入は 4 億 3,225 万ドル（対前年同月比 6.5％増）となり、ギヤボ

ックス等変速機（固定比・その他）やギヤボックス等変速機（その他）などの増加により、

2 ヵ月振りに対前年同月比がプラスとなった。 

⑩ 積層造形用機械は、輸出が 1,406 万ドル（対前年同月比 14.6％減）となり、積層造形用

機械（メタル）や部品（積層造形用機械）などの減少により、3 ヵ月振りに対前年同月比が

マイナスとなった。輸入は 5,518 万ドル（対前年同月比 6.8％増）となり、積層造形用機械

（プラスチック）や部品（積層造形用機械）などの増加により、5 ヵ月連続で対前年同月比

がプラスとなった。 
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●米国産業機械の輸出入統計（2024 年 5 月） 

 
米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2024 年 5 月の米国における産業機械の輸出入

の概要は、次のとおりである。 

(1) 産業機械の輸出は、43 億 2,295 万ドル（対前年同月比 5.6％増）となった。ボイラ・原動

機、風水力機械、運搬機械、業務用洗濯機、動力伝導装置は対前年同月比がプラスとなった

が、鉱山機械、化学機械、プラスチック機械、金属加工機械、積層造形用機械は対前年同月

比がマイナスとなった。 

(2) 産業機械の輸入は、64 億 6,249 万ドル（対前年同月比 4.5％増）となった。ボイラ・原動

機、化学機械、風水力機械、運搬機械、金属加工機械、動力伝導装置、積層造形用機械は対

前年同月比がプラスとなったが、鉱山機械、プラスチック機械、業務用洗濯機は対前年同月

比がマイナスとなった。 

(3) 産業機械の純輸入は、21 億 3,950 万ドルとなり、101 ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。

ボイラ・原動機を除くすべての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 11 億 194 万ドル（対前年同月比 15.9％増）となり、部品（ガ

スタービン用）や液体原動機（シリンダ）などの増加により、13 ヵ月連続で前年同月比が

プラスとなった。輸入は 9 億 2,221 万ドル（対前年同月比 4.6％増）となり、部品（ガスタ

ービン用）や液体原動機（シリンダ）などの増加により、2 ヵ月連続で対前年同月比がプラ

スとなった。 

② 鉱山機械は、輸出が 1 億 399 万ドル（対前年同月比 4.7％減）となり、せん孔機や混合機

などの減少により、2 ヵ月振りに前年同月比がマイナスとなった。輸入は 1 億 8,606 万ドル

（対前年同月比 6.3％減）となり、選別機やせん孔機などの減少により、2 ヵ月連続で対前

年同月比がマイナスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 11 億 9,661 万ドル（対前年同月比 1.1％減）となり、分離ろ過機（気

体ろ過機・内燃機関）や部品（その他紙パ製造機用）などの減少により、4 ヵ月連続で対前

年同月比がマイナスとなった。輸入は 15 億 7,244 万ドル（対前年同月比 4.6％増）となり、

温度処理機械（熱交換装置）や温度処理機械（その他）などの増加により、5 ヵ月連続で対

前年同月比がプラスとなった。 

④ プラスチック機械は、輸出が 1 億 834 万ドル（対前年同月比 10.4％減）となり、押出成

形機や真空成形機などの減少により、対前年同月比が 4 ヵ月連続で対前年同月比がマイナ

スとなった。輸入は 2 億 8,428 万ドル（対前年同月比 7.0％減）となり、射出成形機やその

他のもの（成形用）などの減少により、4 ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が 10 億 3,115 万ドル（対前年同月 7.7％増）となり、ポンプ（その

他往復容積式）や送風機（その他）などの増加により、2 ヵ月連続で対前年同月比がプラス

となった。輸入は 13 億 7,660 万ドル（対前年同月比 2.5％増）となり、ポンプ（紙パ用等

遠心式）や部品（その他送風機）などの増加により、4 ヵ月連続で対前年同月比がプラスと

なった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が 4 億 1,168 万ドル（対前年同月比 6.1％増）となり、巻上機（その他

の機械装置）や部品（その他の運搬機械用）などの増加により、13 ヵ月連続で対前年同月

比がプラスとなった。輸入は 12 億 61 万ドル（対前年同月比 4.5％増）となり、巻上機（そ

の他の機械装置）やその他連続式エレベ・コンベヤ（その他のもの）などの増加により、8
ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 7,209 万ドル（対前年同月比 10.6％減）となり、熱間鍛造機（密

閉型）や熱間鍛造機（その他の数値制御式）などの減少により、6 ヵ月連続で対前年同月比

がマイナスとなった。輸入は 2 億 5,075 万ドル（対前年同月比 60.4％増）となり、圧延機

（熱間及び熱・冷組合せ）や圧延機（冷間圧延用）などの増加により、21 ヵ月連続で対前

年同月比がプラスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 3,773 万ドル（対前年同月比 16.4％増）となり、洗濯機（10kg
超）や乾燥機（10kg 超・品物用）などの増加により、5 ヵ月振りに対前年同月比がプラス

となった。輸入は 2 億 3,725 万ドル（対前年同月比 2.2％減）となり、乾燥機（10kg 超・

品物用）や部品（洗濯機用）などの減少により、2 ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとな

った。 

⑨ 動力伝導装置は、輸出が 2 億 5,944 万ドル（対前年同月比 6.5％増）となり、ギヤボック

ス等変速機（手動可変式）や歯車及び歯車伝導機などの増加により、2 ヵ月振りに対前年同

月比がプラスとなった。輸入は 4 億 3,225 万ドル（対前年同月比 6.5％増）となり、ギヤボ

ックス等変速機（固定比・その他）やギヤボックス等変速機（その他）などの増加により、

2 ヵ月振りに対前年同月比がプラスとなった。 

⑩ 積層造形用機械は、輸出が 1,406 万ドル（対前年同月比 14.6％減）となり、積層造形用

機械（メタル）や部品（積層造形用機械）などの減少により、3 ヵ月振りに対前年同月比が

マイナスとなった。輸入は 5,518 万ドル（対前年同月比 6.8％増）となり、積層造形用機械

（プラスチック）や部品（積層造形用機械）などの増加により、5 ヵ月連続で対前年同月比

がプラスとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国における産業機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国における産業機械の輸入金額の推移 
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図 1 米国における産業機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国における産業機械の輸入金額の推移 

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

番号 産業機械名 対前年比 2024年05月 2023年05月

区分 金額（A) 構成比 金額（B) 構成比 伸び率（%） 金額（E)=A-C 金額(F)=B-D

機械類 433.036 39.3 420.974 44.3 2.9 72.058 87.615

1 ボイラ・原動機 部品 668.901 60.7 529.774 55.7 26.3 107.669 -18.346

小計 1,101.936 100.0 950.748 100.0 15.9 179.727 69.268

機械類 42.749 41.1 44.264 40.6 -3.4 -59.399 -66.811

2 鉱山機械 部品 61.239 58.9 64.888 59.4 -5.6 -22.668 -22.698

小計 103.988 100.0 109.152 100.0 -4.7 -82.067 -89.508

機械類 921.460 77.0 931.717 77.0 -1.1 -352.632 -275.333

3 化学機械 部品 275.145 23.0 277.921 23.0 -1.0 -23.205 -17.827

小計 1,196.605 100.0 1,209.638 100.0 -1.1 -375.837 -293.160

機械類 45.079 41.6 47.045 38.9 -4.2 -126.722 -148.854

4 プラスチック機械 部品 63.260 58.4 73.835 61.1 -14.3 -49.215 -36.057

小計 108.340 100.0 120.880 100.0 -10.4 -175.937 -184.911

機械類 756.808 73.4 687.823 71.8 10.0 -270.654 -322.127

5 風水力機械 部品 274.341 26.6 269.851 28.2 1.7 -74.798 -63.377

小計 1,031.149 100.0 957.674 100.0 7.7 -345.453 -385.504

機械類 248.932 60.5 238.339 61.4 4.4 -637.109 -570.296

6 運搬機械 部品 162.744 39.5 149.780 38.6 8.7 -151.825 -190.210

小計 411.676 100.0 388.119 100.0 6.1 -788.934 -760.506

機械類 61.612 85.5 68.344 84.7 -9.8 -144.366 -52.317

7 金属加工機械 部品 10.479 14.5 12.303 15.3 -14.8 -34.296 -23.327

小計 72.091 100.0 80.648 100.0 -10.6 -178.662 -75.644

機械類 34.978 92.7 28.108 86.7 24.4 -178.679 -189.970

8 業務用洗濯機 部品 2.754 7.3 4.302 13.3 -36.0 -20.835 -20.115

小計 37.732 100.0 32.410 100.0 16.4 -199.513 -210.084

機械類 189.189 72.9 171.016 70.2 10.6 -107.165 -105.328

9 動力伝導装置 部品 70.246 27.1 72.557 29.8 -3.2 -65.654 -57.024

小計 259.435 100.0 243.573 100.0 6.5 -172.819 -162.352

機械類 8.034 57.1 10.053 61.1 -20.1 -30.530 -26.434

10 積層造形用機械 部品 6.024 42.9 6.404 38.9 -5.9 -10.592 -8.773

小計 14.058 100.0 16.457 100.0 -14.6 -41.121 -35.208

機械類 2,733.843 63.2 2,637.631 64.4 3.6 -1,804.668 -1,643.420

部品 1,589.110 36.8 1,455.212 35.6 9.2 -334.827 -448.980

合計 4,322.953 100.0 4,092.843 100.0 5.6 -2,139.495 -2,092.400

番号 産業機械名 対前年比 増減率(%) 対輸出割合(%)

区分 金額（C) 構成比 金額（D) 構成比 伸び率（%） (G)=(E-F)/|F| (H)=E/A

機械類 360.978 39.1 333.360 37.8 8.3 -17.8 16.64

1 ボイラ・原動機 部品 561.232 60.9 548.120 62.2 2.4 686.9 16.10

小計 922.209 100.0 881.480 100.0 4.6 159.5 16.31

機械類 102.149 54.9 111.074 55.9 -8.0 11.1 -138.95

2 鉱山機械 部品 83.906 45.1 87.586 44.1 -4.2 0.1 -37.02

小計 186.055 100.0 198.661 100.0 -6.3 8.3 -78.92

機械類 1,274.091 81.0 1,207.050 80.3 5.6 -28.1 -38.27

3 化学機械 部品 298.351 19.0 295.748 19.7 0.9 -30.2 -8.43

小計 1,572.442 100.0 1,502.798 100.0 4.6 -28.2 -31.41

機械類 171.801 60.4 195.899 64.1 -12.3 14.9 -281.11

4 プラスチック機械 部品 112.475 39.6 109.892 35.9 2.4 -36.5 -77.80

小計 284.277 100.0 305.791 100.0 -7.0 4.9 -162.39

機械類 1,027.462 74.6 1,009.950 75.2 1.7 16.0 -35.76

5 風水力機械 部品 349.140 25.4 333.228 24.8 4.8 -18.0 -27.26

小計 1,376.602 100.0 1,343.179 100.0 2.5 10.4 -33.50

機械類 886.041 73.8 808.635 70.4 9.6 -11.7 -255.94

6 運搬機械 部品 314.569 26.2 339.990 29.6 -7.5 20.2 -93.29

小計 1,200.610 100.0 1,148.625 100.0 4.5 -3.7 -191.64

機械類 205.979 82.1 120.661 77.2 70.7 -175.9 -234.31

7 金属加工機械 部品 44.775 17.9 35.630 22.8 25.7 -47.0 -327.29

小計 250.754 100.0 156.291 100.0 60.4 -136.2 -247.83

機械類 213.657 90.1 218.077 89.9 -2.0 5.9 -510.83

8 業務用洗濯機 部品 23.589 9.9 24.417 10.1 -3.4 -3.6 -756.46

小計 237.246 100.0 242.494 100.0 -2.2 5.0 -528.76

機械類 296.354 68.6 276.344 68.1 7.2 -1.7 -56.64

9 動力伝導装置 部品 135.900 31.4 129.581 31.9 4.9 -15.1 -93.46

小計 432.254 100.0 405.925 100.0 6.5 -6.4 -66.61

機械類 38.564 69.9 36.487 70.6 5.7 -15.5 -380.00

10 積層造形用機械 部品 16.616 30.1 15.177 29.4 9.5 -20.7 -175.82

小計 55.179 100.0 51.664 100.0 6.8 -16.8 -292.51

機械類 4,538.511 70.2 4,281.051 69.2 6.0 -9.8 -66.01

部品 1,923.937 29.8 1,904.192 30.8 1.0 25.4 -21.07

合計 6,462.448 100.0 6,185.243 100.0 4.5 -2.3 -49.49

輸入
2024年05月 2023年05月

純輸出

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

純輸出

産業機械合計

表１　米国における産業機械の輸出入統計（総括表）

2024年05月 2023年05月
輸出

産業機械合計
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(単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 298 2.975 209 2.521 18.0

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 550 3.914 303 3.015 29.8

19 その他蒸気発生ボイラ * 247 1.592 187 1.288 23.6

20 過熱水ボイラ * 9 0.079 32 0.245 -67.8

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 53 0.484 126 5.084 -90.5

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 37 0.545 17 0.304 79.6

0050 補助機器（その他） * 158 2.050 42 0.537 281.5

20 蒸気原動機用復水器 * 138 0.801 26 0.171 369.5

8406 - 10 蒸気タービン (船用) 3 0.075 7 0.165 -54.8

81 蒸気タービン（＞40MW） 0 0.000 0 0.000 -

82 蒸気タービン (≦40MW） 2 0.274 13 0.432 -36.7

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 213 0.274 194 0.191 43.2

12 液体タービン（≦10MW） 1 0.016 1 0.030 -46.6

13 液体タービン（＞10MW） 2 0.003 96 0.017 -82.7

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 53 33.943 54 27.011 25.7

82 ガスタービン（＞5MW） 59 118.140 97 125.484 -5.9

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 94,861 140.533 120,614 132.485 6.1

29 液体原動機（その他） 54,422 59.778 74,957 60.895 -1.8

31 気体原動機(シリンダ） 193,433 21.613 179,417 20.217 6.9

39 気体原動機(その他） 31,634 23.326 32,689 19.740 18.2

80 その他原動機 55,054 22.619 323,447 21.144 7.0

- 433.036 - 420.974 2.9

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 12.023 X 11.151 7.8

8404 - 90 部品(補助機器用） X 3.745 X 1.196 213.1

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 21.171 X 20.452 3.5

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 2.101 X 3.000 -30.0

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 532.831 X 391.642 36.1

8412 - 90 部品（その他） X 97.030 X 102.333 -5.2

- 668.901 - 529.774 26.3

- 1,101.936 - 950.748 15.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸出）

(単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 5,779 8.808 3,375 10.079 -12.6

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 3,140 0.865 3,515 1.009 -14.3

8474 - 10 選別機 574 20.124 586 18.758 7.3

20 破砕機 263 11.185 254 11.078 1.0

39 混合機 107 1.768 155 3.340 -47.1

- 42.749 - 44.264 -3.4

8474 - 90 部品 X 61.239 X 64.888 -5.6

- 61.239 - 64.888 -5.6

- 103.988 - 109.152 -4.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(1) ボイラ・原動機　（輸出）

HS コード 品    名

機械類合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

表２　米国における産業機械の輸出統計（詳細）

2024年05月 2023年05月

Ch.(%)

2024年05月 2023年05月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計
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(3) 化学機械　（輸出）

    (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 86,053 29.421 132,347 28.758 2.3

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 30,748 17.519 23,116 15.886 10.3

20 〝 (減菌器） 4,020 13.033 2,376 11.937 9.2

35 〝 (乾燥機・紙パ用） 13 0.118 4 0.106 11.6

39 〝 (乾燥機・その他） 2,335 12.864 3,100 9.276 38.7

40 〝 (蒸留機） 817 8.131 142 3.750 116.8

50 〝 (熱交換装置） 246,865 142.183 249,752 107.863 31.8

60 〝（気体液化装置） 294 3.774 311 8.384 -55.0

89 〝（その他） 15,338 63.277 17,144 70.769 -10.6

8405 - 10 発生炉ガス発生機 17,897 4.827 5,173 3.254 48.3

8479 - 82 混合機 16,035 23.283 61,918 29.886 -22.1

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 65 0.109 14 0.082 32.7

8421 - 19 〝（遠心分離機） 1,455 12.273 1,445 16.631 -26.2

29 〝（液体ろ過機） 12,150,304 227.629 13,016,997 221.342 2.8

32 注1 〝（気体ろ過機・内燃機関） 479,485 114.218 915,163 191.667 -40.4

39 〝 (気体ろ過機・その他） 4,021,521 235.889 3,662,929 184.240 28.0

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 78 0.289 65 1.204 -76.0

20 〝 （製紙用） 35 0.595 16 0.160 271.6

30 〝 （仕上用） 4 0.123 9 0.549 -77.6

8441 - 10 〝 （切断機） 318 6.758 727 16.424 -58.9

40 〝 （成形用） 30 0.908 66 1.949 -53.4

80 〝 （その他） 126 4.238 275 7.600 -44.2

- 921.460 - 931.717 -1.1

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 1.000 X 3.243 -69.2

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 2.912 X 5.310 -45.2

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 19.555 X 12.633 54.8

99 部品（ろ過機用） X 210.751 X 203.664 3.5

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 8.303 X 11.542 -28.1

99 部品（製紙・仕上機用） X 13.217 X 10.575 25.0

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 19.407 X 30.954 -37.3

- 275.145 - 277.921 -1.0

- 1,196.605 - 1,209.638 -1.1
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 89 10.751 91 8.880 21.1

20 押出成形機 71 5.568 95 7.274 -23.4

30 吹込み成形機 99 2.464 55 2.398 2.7

40 真空成形機 108 2.751 150 4.043 -32.0

51 その他の機械（成形用） 24 0.186 87 0.531 -64.9

59 その他のもの（成形用） 125 6.043 147 7.206 -16.1

80 その他の機械 1,092 17.316 929 16.713 3.6

1,608 45.079 1,554 47.045 -4.2

8477 - 90 部品 X 63.260 X 73.835 -14.3

- 63.260 - 73.835 -14.3

- 108.340 - 120.880 -10.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2024年05月 2023年05月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2024年05月 2023年05月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(5) 風水力機械 （輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 49,309 25.229 52,516 27.126 -7.0

30 1,300,431 125.362 1,300,411 119.846 4.6

50 - 0010 3,338 15.423 1,686 9.942 55.1

0050 41,733 22.166 46,151 26.894 -17.6

0090 19,066 59.094 13,106 34.585 70.9

60 - 0050 67 0.863 51 0.941 -8.3

0070 2,403 1.257 3,678 1.253 0.3

0090 18,957 54.474 18,433 47.604 14.4

70 171,948 103.915 245,527 101.907 2.0

81 79,680 47.640 112,242 42.722 11.5

82 237 0.273 1,020 0.487 -44.1

8414 - 80 - 1618 6,662 4.593 11,502 4.763 -3.6

1642 351 1.339 140 0.707 89.5

1655 441 2.606 293 1.941 34.3

1660 572 1.280 639 1.234 3.8

1667 62 1.300 61 1.086 19.6

1675 282 5.828 210 4.448 31.0

1680 8,479 5.041 12,442 6.147 -18.0

1685 158 1.110 101 0.926 19.8

1690 46,622 6.324 48,649 5.138 23.1

2015 138 23.481 336 33.013 -28.9

2055 1,435 6.919 1,434 9.827 -29.6

2065 82 2.696 25 1.056 155.4

2075 40 17.272 34 15.678 10.2

9000 129,716 54.415 153,582 40.281 35.1

59 - 9080 1,607,436 123.903 1,802,629 103.547 19.7

10 真空ポンプ 121,089 43.005 127,532 44.724 -3.8

3,610,734 756.808 3,954,430 687.823 10.0

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 24.661 X 21.632 14.0

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 12.177 X 11.247 8.3

9520 〃（ポンプ用その他） X 118.373 X 129.857 -8.8

92 〃（液体エレベータ） X 1.674 X 0.711 135.3

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 29.405 X 28.010 5.0

2095 〃（その他圧縮機その他） X 52.356 X 44.277 18.2

9100 〃（真空ポンプ） X 35.695 X 34.117 4.6

- 274.341 - 269.851 1.7

- 1,031.149 - 957.674 7.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2024年05月 2023年05月

Ch.(%)

ポンプ（その他計器付設型）

HS コード 品    名

〃 （油井用回転容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

〃 （ピストンエンジン用）

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （タービンポンプその他）

液体エレベータ

圧縮機（定置往復式≦11.19KW）

〃 （その他）

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （〃＞746KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （定置式その他）

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

〃 （携帯式その他）

送風機（その他）

総合計

機械類合計

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(6) 運搬機械 （輸出）

    (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

   （固定支持式天井クレーン） 76 4.260 81 2.114 101.5

12 73 1.116 111 1.345 -17.0

19 213 3.459 213 2.679 29.1

20 35 2.067 17 0.813 154.3

30 301 1.594 130 1.130 41.1

91 372 6.827 399 7.906 -13.6

99 323 2.868 161 2.110 36.0

8425 - 39   

   （ウィン・キャップ：その他） 4,217 12.012 4,320 7.365 63.1

11 3,377 12.127 3,114 11.908 1.8

19 16,780 4.549 17,663 6.327 -28.1

31 10,219 10.553 9,430 6.437 63.9

8428 - 60 42 0.321 190 0.915 -64.9

70 485 14.161 505 12.380 14.4

90 - 0310 141 2.940 293 4.639 -36.6

0390 72,100 71.749 79,847 63.658 12.7

8425 - 41   

   （据付け式） 288 1.310 368 1.111 17.9

42 15,535 9.171 22,773 8.417 9.0

49 238,532 9.748 330,332 8.716 11.8

8428 - 20 - 0010 エスカレータ・エレベータ

  （空圧式コンベヤ） 358 3.950 246 3.853 2.5

0050 〃（空圧式エレベータ） 335 3.349 784 9.272 -63.9

10 〃（非連続エレ・スキップホ） 1,510 23.145 1,432 23.060 0.4

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 28 0.586 6 0.098 497.0

31 その他連続式エレベ・コンベヤ  

  （地下使用形） 8 0.174 21 0.512 -66.1

32 〃（その他バケット型） 130 3.282 66 1.930 70.0

33 〃（その他ベルト型） 1,373 13.399 1,285 16.782 -20.2

39 〃（その他のもの） 22,593 30.214 17,671 32.863 -8.1

389,444 248.932 491,458 238.339 4.4

8431 - 10 - 0010 部品

  （プーリタタック・ホイス用） X 3.912 X 6.684 -41.5

0090 〃（その他巻上機等用） X 11.965 X 12.012 -0.4

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 2.090 X 0.922 126.8

0040 〃（エスカレータ用） X 8.965 X 7.954 12.7

0060 〃（非連続作動エレベータ用） X 6.313 X 3.777 67.1

39 - 0010 〃（空圧式エレベ・コンベ用） X 43.696 X 40.370 8.2

0050 〃（石油・ガス田機械装置用） X 15.686 X 13.972 12.3

0090 〃（その他の運搬機械用） X 51.147 X 38.204 33.9

49 - 1010 〃（天井・ガント・門形等用） X 7.423 X 9.931 -25.3

1060 〃（移動リ・ストラドル等用） X 2.847 X 1.939 46.9

1090 〃（その他クレーン用） X 8.700 X 14.015 -37.9

- 162.744 - 149.780 8.7

- 411.676 - 388.119 6.1

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2023年05月

Ch.(%)

クレーン

〃 （移動リフテ・ストラドル）

〃 （液圧式その他）

〃 （その他のもの）

〃 （その他のもの）

巻上機

〃 （プーリタ・ホイス：電動）

〃 （〃：その他）

品    名

2024年05月

〃 （非固定天井・ガントリ等）

〃 （タワークレーン）

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （その他の機械装置)

ジャッキ・ホイスト

〃 （産業用ロボット)

〃 （森林での丸太取扱装置)

〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

〃 （ケーブルカー等けん引装置)

機械類合計

〃 （門形ジブクレーン）

〃 （道路走行車両装備用）

HS コード
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(7) 金属加工機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 14 0.186 2 0.139 34.4

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 3 0.059 2 0.024 147.5

22 〃（冷間圧延用） 37 0.570 44 0.626 -8.8

8462 - 11 注1 熱間鍛造機（密閉型） 6 0.077 130 18.734 -99.6

19 注1 〃（その他） 48 2.085 16 2.116 -1.5

22 注1 〃（形状成型機） 831 10.240 112 1.667 514.2

23 注1 〃（数値制御式プレスブレーキ） 33 1.952 18 0.904 115.9

24 注1 〃（数値制御式パネルベンダー） 4 0.008 8 0.096 -91.4

25 注1 〃（数値制御式ロール成形機） 10 0.240 3 0.047 411.2

26 注1 〃（その他の数値制御式） 134 5.902 241 14.511 -59.3

29 〃（その他） 2,123 9.202 1,570 7.953 15.7

32 注1 スリッター機等（スリッター機・切断機） 46 2.530 5 0.553 357.7

33 注1 〃（数値制御式剪断機） 14 0.587 2 0.084 600.7

39 〃（その他） 353 1.482 563 2.985 -50.3

42 注1 〃（数値制御式） 9 2.114 75 3.144 -32.8

49 〃（その他） 1,937 14.403 824 1.877 667.4

51 注1 炉心管（数値制御式） 4 0.085 5 0.120 -29.2

59 注1 〃（その他） 3 0.077 8 0.086 -10.5

61 注1 冷間金属加工（液圧プレス） 33 0.904 97 2.791 -67.6

62 注1 〃（機械プレス） 102 2.222 1,041 4.854 -54.2

63 注1 〃（サーボプレス） 78 0.791 37 0.610 29.7

69 注1 〃（その他） 112 0.968 38 0.487 98.9

90 注1 その他 1,149 4.928 11,958 3.938 25.2

7,083 61.612 16,799 68.344 -9.8

8455 - 90 部品（圧延機用） * X 10.479 X 12.303 -14.8

- 10.479 - 12.303 -14.8

- 72.091 - 80.648 -10.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目

(8) 業務用洗濯機　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 140 0.118 244 0.162 -27.0

19 〃（〃・その他） 438 0.244 337 0.158 54.6

20 〃（10kg超） 58,437 26.058 44,742 20.465 27.3

8451 - 10 ドライクリーニング機 12 0.108 32 0.427 -74.8

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 22,824 8.450 16,571 6.895 22.5

81,851 34.978 61,926 28.108 24.4

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 2.754 X 4.302 -36.0

- 2.754 - 4.302 -36.0

- 37.732 - 32.410 16.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2023年05月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2024年05月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2023年05月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2024年05月

(注）・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「*」の数量単位は「kg」である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計
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(9) 動力伝導装置　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 14,801 15.374 8,382 12.509 22.9

4010 ギヤボックス等変速機（固定比） 10,288 34.476 10,721 32.738 5.3

4050 〃（手動可変式） 220,378 85.998 165,038 75.969 13.2

7000 〃（その他） 3,331 9.969 4,944 11.297 -11.8

9000 歯車及び歯車伝導機 10,171,617 43.371 14,047,692 38.504 12.6

- 189.189 - 171.016 10.6

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 70.246 X 72.557 -3.2

- 70.246 - 72.557 -3.2

- 259.435 - 243.573 6.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(10) 積層造形用機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8485 - 10 注1 積層造形用機械（メタル） 59 0.504 1,533 5.385 -90.6

20 注1 〃（プラスチック） 364 5.868 282 4.116 42.6

30 注1 〃（プラスター） 5 0.025 7 0.024 2.7

80 注1 〃（その他） 165 1.638 134 0.528 210.4

- 8.034 - 10.053 -20.1

8485 - 90 注1 部品（積層造形用機械） X 6.024 X 6.404 -5.9

- 6.024 - 6.404 -5.9

- 14.058 - 16.457 -14.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

HS コード 品    名

2024年05月 2023年05月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

2023年05月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2024年05月
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 6 0.269 111 0.558 -51.8

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 77 2.296 26 0.791 190.2

19 その他蒸気発生ボイラ * 146 1.614 132 1.875 -13.9

20 過熱水ボイラ * 4 0.050 14 0.084 -40.6

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 288 1.023 113 0.362 183.1

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 2 0.027 122 0.332 -92.0

0050 補助機器（その他） * 639 10.572 160 1.512 599.0

20 蒸気原動機用復水器 * 42 0.415 54 0.484 -14.3

8406 - 10 蒸気タービン（舶用） 0 0.000 2 0.111 -100.0

81 蒸気タービン（>40MW) 0 0.000 0 0.000 -

82 蒸気タービン(≦40MW) 2 3.949 72 2.328 69.6

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 3 0.469 18 0.057 724.7

12 液体タービン（≦10MW） 0 0.000 0 0.000 -

13 液体タービン（＞10ＭＷ） 0 0.000 15 2.755 -100.0

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 75 26.830 53 25.906 3.6

82 ガスタービン（＞5MW） 0 0.000 11 6.323 -100.0

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 737,500 152.520 745,326 141.262 8.0

29 液体原動機（その他） 155,303 95.369 164,169 89.165 7.0

31 気体原動機(シリンダ） 702,776 35.512 809,057 36.483 -2.7

39 気体原動機(その他） 68,220 14.318 98,116 14.092 1.6

80 その他原動機 480,423 15.743 210,777 8.879 77.3

- 360.978 - 333.360 8.3

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 11.971 X 7.782 53.8

8404 - 90 部品(補助機器用） X 2.298 X 6.031 -61.9

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 22.968 X 13.663 68.1

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 3.788 X 1.208 213.6

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 289.320 X 269.855 7.2

8412 - 90 部品（その他） X 230.887 X 249.581 -7.5

- 561.232 - 548.120 2.4

- 922.209 - 881.480 4.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 7,598 4.546 6,813 12.908 -64.8

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 69,779 5.857 90,182 6.868 -14.7

8474 - 10 選別機 2,352 30.347 1,157 40.897 -25.8

20 破砕機 917 57.982 2,987 49.250 17.7

39 混合機 1,463 3.418 1,168 1.151 196.8

- 102.149 - 111.074 -8.0

8474 - 90 部品 X 83.906 X 87.586 -4.2

- 83.906 - 87.586 -4.2

- 186.055 - 198.661 -6.3

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

表３　米国における産業機械の輸入統計（詳細）

Ch.(%)

Ch.(%)

2023年05月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

(1) ボイラ・原動機　（輸入）

2024年05月

総合計

HS コード 品    名

品    名

機械類合計

部品合計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

2024年05月 2023年05月
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(3) 化学機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 98,978 53.863 88,169 51.250 5.1

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 184,384 44.887 222,135 53.737 -16.5

20 〝 (減菌器） 27,453 22.421 37,433 23.346 -4.0

35 〝 (乾燥機・紙パ用） 44 2.545 2,222 2.956 -13.9

39 〝 (乾燥機・その他） 35,366 16.923 20,576 14.895 13.6

40 〝 (蒸留機） 89,249 18.969 1,954 3.789 400.6

50 〝 (熱交換装置） 1,100,980 184.508 1,017,802 127.518 44.7

60 〝（気体液化装置） 421 5.060 97 2.894 74.8

89 〝（その他） 294,085 106.896 300,546 85.737 24.7

8405 - 10 発生炉ガス発生機 79,175 0.707 154,982 1.373 -48.5

8479 - 82 混合機 154,507 89.327 202,217 74.888 19.3

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 56 2.460 0 0.000 -

8421 - 19 〝（遠心分離機） 171,463 22.647 157,307 28.579 -20.8

29 〝（液体ろ過機） 30,510,635 141.395 23,981,715 133.849 5.6

32 注1 〝（気体ろ過機・内燃機関） 1,173,583 255.171 1,291,685 287.899 -11.4

39 〝 (気体ろ過機・その他） 12,498,622 234.300 12,119,119 214.442 9.3

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 26 2.684 314 3.445 -22.1

20 〝 （製紙用） 35 1.915 45 14.684 -87.0

30 〝 （仕上用） 127 12.639 85 27.378 -53.8

8441 - 10 〝 （切断機） 219,634 30.510 230,209 27.040 12.8

40 〝 （成形用） 58 3.620 478 8.790 -58.8

80 〝 （その他） 786 20.644 645 18.562 11.2

- 1,274.091 - 1,207.050 5.6

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 1.849 X 6.825 -72.9

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 5.371 X 8.734 -38.5

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 20.642 X 22.194 -7.0

99 部品（ろ過機用） X 192.016 X 178.337 7.7

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 8.568 X 12.920 -33.7

99 部品（製紙・仕上機用） X 33.001 X 30.821 7.1

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 36.904 X 35.917 2.7

- 298.351 - 295.748 0.9

- 1,572.442 - 1,502.798 4.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目      
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 361 58.145 675 85.608 -32.1

20 押出成形機 72 19.398 59 11.345 71.0

30 吹込み成形機 55 22.552 26 10.446 115.9

40 真空成形機 195 3.545 151 8.351 -57.6

51 その他の機械（成形用） 32 7.200 76 10.250 -29.8

59 その他のもの（成形用） 149 10.470 192 16.166 -35.2

80 その他の機械 8,457 50.491 9,924 53.733 -6.0

9,321 171.801 11,103 195.899 -12.3

8477 - 90 部品 X 112.475 X 109.892 2.4

- 112.475 - 109.892 2.4

- 284.277 - 305.791 -7.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

機械類合計

HS コード

部品合計

品    名

総合計

Ch.(%)

2024年05月 2023年05月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

Ch.(%)品    名HS コード

2024年05月 2023年05月
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(5) 風水力機械 （輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 206,431 34.530 399,990 32.662 5.7

30 5,766,173 252.281 5,197,574 251.556 0.3

50 - 0010 532 11.615 858 15.289 -24.0

0050 261,433 16.296 237,006 14.674 11.0

0090 268,314 29.750 322,847 30.554 -2.6

60 - 0050 1,435 0.455 925 1.727 -73.6

0070 20,042 1.875 11,364 1.288 45.6

0090 681,776 47.564 673,089 45.200 5.2

70 4,032,861 177.510 3,902,925 160.394 10.7

81 967,859 33.186 2,694,355 40.108 -17.3

82 170 0.186 10,082 0.792 -76.5

8414 - 80 - 1605 92,334 11.796 97,546 14.493 -18.6

1615 17,269 3.031 31,455 5.293 -42.7

1625 5,926 1.867 8,980 4.057 -54.0

1635 1,539 1.980 156 0.220 799.8

1640 306 0.628 110 0.721 -12.8

1645 738 1.831 1,301 1.201 52.6

1655 153 2.904 735 0.871 233.6

1660 5,666 6.421 4,475 7.555 -15.0

1665 2,805 7.260 2,541 6.899 5.2

1670 853 7.391 729 7.804 -5.3

1675 707 16.351 386 15.618 4.7

1680 20,855 7.458 20,161 9.787 -23.8

1685 931,894 30.836 782,440 25.301 21.9

1690 267,394 14.809 220,721 9.553 55.0

2015 238 8.939 721 9.064 -1.4

2055 69,221 15.518 42,599 10.660 45.6

2065 53 1.772 32 0.152 1062.2

2075 40 10.289 24 7.495 37.3

9000 598,633 23.275 487,595 24.496 -5.0

8414 - 59 - 6560 送風機（その他遠心式） 1,243,841 46.666 1,618,632 49.735 -6.2

6590 〃（その他軸流式） 2,885,301 77.218 3,228,217 77.658 -0.6

6595 〃（その他） 1,639,466 52.307 1,270,205 43.058 21.5

10 真空ポンプ 804,800 71.664 762,487 84.017 -14.7

20,797,058 1,027.462 22,033,263 1,009.950 1.7

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 11.545 X 14.045 -17.8

2000 〃（紙パ用ストックポンプ） X 0.951 X 1.603 -40.7

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 29.149 X 35.025 -16.8

9096 〃（ポンプ用その他） X 149.670 X 153.182 -2.3

92 〃（液体エレベータ） X 2.409 X 3.373 -28.6

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 40.630 X 31.232 30.1

4165 〃（その他圧縮機ハウジング） X 20.824 X 18.098 15.1

4175 〃（その他圧縮機その他） X 56.965 X 49.625 14.8

9140 〃（真空ポンプ） X 9.481 X 8.617 10.0

9180 〃（その他） X 27.517 X 18.429 49.3

- 349.140 - 333.228 4.8

- 1,376.602 - 1,343.179 2.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃 （ 〃8.21KW＜ ≦11.19KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

機械類合計

〃 （携帯式その他）

〃 （ 〃19.4KW＜ ≦74.6KW)

総合計

〃 （その他）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （〃22.38KW≦ ≦74.6KW)

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （〃＞746KW)

部品合計

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （定置式その他）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

ポンプ（その他計器付設型）

液体エレベータ

〃 （タービンポンプその他）

〃 （ 〃4.48KW＜ ≦8.21KW)

HS コード

〃 （ピストンエンジン用）

品    名

圧縮機（定置往復式≦746W）

〃 （ 〃746Ｗ＜ ≦4.48KW)

〃 （油井用回転容積式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （〃11.19KW＜ <22.38KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦19.4KW)

Ch.(%)

2024年05月 2023年05月
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(6) 運搬機械 （輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

Ch.(%)

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

122 2.903 117 3.369 -13.9

12 490 8.072 2,724 17.185 -53.0

19 1,586 21.340 1,522 15.119 41.1

20 634 11.541 388 11.773 -2.0

30 43 0.673 41 0.245 175.3

91 263 13.336 346 17.079 -21.9

99 1,367 3.199 1,221 5.322 -39.9

8425 - 39

1,190,243 15.918 1,017,681 21.510 -26.0

11 17,863 9.454 36,127 10.939 -13.6

19 4,937,734 15.890 3,509,591 15.109 5.2

31 136,864 23.418 83,941 14.961 56.5

8428 - 60 593 2.637 1,307 6.658 -60.4

70 2,107 51.423 3,940 78.754 -34.7

90 - 0310 276 8.498 518 15.654 -45.7

0390 864,561 401.904 667,618 298.171 34.8

8425 - 41

36,963 3.918 21,096 4.412 -11.2

42 　〃 （液圧式その他） 576,692 31.420 528,505 33.713 -6.8

49 　〃 （その他のもの） 1,581,674 27.191 1,600,054 28.400 -4.3

8428 - 20 - 0010

1,061 10.418 1,048 12.233 -14.8

0050 130 1.666 432 6.724 -75.2

10 〃（非連続エレ・スキップホイス） 20,401 21.672 19,090 23.635 -8.3

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 25 0.872 97 2.446 -64.3

31 その他連続式エレベ・コンベイヤ

  （地下使用形） 13 0.079 345 0.081 -1.6

32 〃（その他バケット型） 90 1.429 517 2.476 -42.3

33 〃（その他ベルト型） 9,456 55.344 7,040 67.243 -17.7

39 〃（その他のもの） 53,654 141.825 77,145 95.425 48.6

9,434,905 886.041 7,582,451 808.635 9.6

8431 - 10 - 0010 部品

X 13.776 X 7.560 82.2

0090 X 16.305 X 14.848 9.8

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.191 X 0.509 -62.4

0040 X 2.049 X 1.909 7.3

0060 X 43.308 X 47.568 -9.0

39 - 0010 X 102.866 X 97.006 6.0

0050 X 8.346 X 5.547 50.5

0070 X 2.357 X 3.704 -36.4

0080 X 86.625 X 126.104 -31.3

49 - 1010 X 16.978 X 15.427 10.1

1060 X 3.102 X 2.723 13.9

1090 X 18.665 X 17.086 9.2

- 314.569 - 339.990 -7.5

- 1,200.610 - 1,148.625 4.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃（非連続作動エレベータ用）

〃（移動リ・ストラドル等用）

〃（天井・ガント・門形等用）

〃（その他クレーン用）

クレーン

巻上機

ジャッキ・ホイスト

　〃 （道路走行車両装備用）

　〃 （プーリタ・ホイス：電動）

　〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

　〃 （移動リフテ・ストラドル）

　〃 （〃：その他）

　〃 （その他のもの）

　〃 （タワークレーン）

　〃 （森林での丸太取扱装置)

品    名

　〃 （門形ジブクレーン）

2024年05月 2023年05月

   （ウィン・キャップ：その他）

　〃 （非固定天井・ガントリ等）

   　（据付け式）

エスカレータ・エレベータ

　（空圧式コンベイヤ）

　〃 （その他の機械装置)

　〃 （ケーブルカー等けん引装置)

　〃 （産業用ロボット)

〃（その他巻上機等用）

部品合計

機械類合計

〃（石油・ガス田機械装置用）

〃（森林での丸太取扱装置用）

   （固定支持式天井クレーン）

総合計

HS　コード

〃（その他巻上機用）

〃（空圧式エレベ・コンベ用）

〃（空圧式エレベータ）

  （プーリタタック・ホイス用）

〃（エスカレータ用）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(7) 金属加工機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 6 0.850 259 6.885 -87.6

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 14,646 72.707 137 3.254 2134.5

22 〃（冷間圧延用） 384 15.987 442 5.848 173.4

8462 - 11 注1 熱間鍛造機（密閉型） 158 3.665 174 13.157 -72.1

19 注1 〃（その他） 101 0.476 36 2.020 -76.5

22 注1 〃（形状成型機） 70 5.276 1,083 4.435 19.0

23 注1 〃（数値制御式プレスブレーキ） 84 15.560 56 9.757 59.5

24 注1 〃（数値制御式パネルベンダー） 31 5.262 15 0.680 674.2

25 注1 〃（数値制御式ロール成形機） 7 0.667 3 0.438 52.4

26 注1 〃（その他の数値制御式） 115 9.410 120 8.476 11.0

29 〃（その他） 8,499 20.950 13,042 15.991 31.0

32 注1 スリッター機等（スリッター機・切断機） 108 3.510 10 0.448 682.8

33 注1 〃（数値制御式剪断機） 12 0.365 48 0.910 -59.8

39 〃（その他） 889 6.457 940 5.133 25.8

42 注1 〃（数値制御式） 74 12.008 32 8.543 40.6

49 〃（その他） 336 3.081 424 3.287 -6.3

51 注1 炉心管（数値制御式） 22 3.682 11 1.998 84.3

59 注1 〃（その他） 30 2.131 6 0.315 576.1

61 注1 冷間金属加工（液圧プレス） 787 9.011 244 14.419 -37.5

62 注1 〃（機械プレス） 57 4.608 38 4.534 1.6

63 注1 〃（サーボプレス） 13 1.371 19 2.783 -50.7

69 注1 〃（その他） 84 0.285 186 0.008 3326.3

90 注1 その他 1,295 8.660 2,260 7.342 18.0

27,808 205.979 19,585 120.661 70.7

8455 - 90 部品（圧延機用） * X 44.775 X 35.630 25.7

- 44.775 - 35.630 25.7

- 250.754 - 156.291 60.4
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「kg」である。

(8) 業務用洗濯機　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 4,874 0.538 413 0.162 232.8

19 〃（〃・その他） 44,080 1.188 40,897 1.429 -16.8

20 〃（10kg超） 304,487 147.545 291,459 138.932 6.2

8451 - 10 ドライクリーニング機 10 0.510 32 1.094 -53.4

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 159,763 63.876 175,124 76.461 -16.5

513,214 213.657 507,925 218.077 -2.0

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 23.589 X 24.417 -3.4

- 23.589 - 24.417 -3.4

- 237.246 - 242.494 -2.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

Ch.(%)

2024年05月 2023年05月

Ch.(%)

2024年05月 2023年05月

品    名
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部品合計

機械類合計

HS コード

機械類合計

HS コード 品    名

総合計

部品合計
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(9) 動力伝導装置　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 303,570 10.442 409,465 15.644 -33.3

3040 ギヤボックス等変速機（固定比・紙パ機械用 7,174 0.488 23,086 1.424 -65.7

3080 〃（手動可変式・紙パ機械用） 38,463 2.873 34,063 2.455 17.0

5010 〃（固定比・その他） 673,239 133.641 618,194 109.217 22.4

5050 〃（手動可変式・その他） 785,824 40.118 531,710 43.910 -8.6

7000 〃（その他） 471,854 39.878 356,085 29.648 34.5

9000 歯車及び歯車伝導機 4,812,510 68.914 6,444,107 74.048 -6.9

- 296.354 - 276.344 7.2

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 135.900 X 129.581 4.9

- 135.900 - 129.581 4.9

- 432.254 - 405.925 6.5

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(10) 積層造形用機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8485 - 10 注1 積層造形用機械（メタル） 62 15.323 26 17.567 -12.8

20 注1 〃（プラスチック） 82,799 20.179 21,710 11.153 80.9

30 注1 〃（プラスター） 3 0.229 6 0.269 -14.9

80 注1 〃（その他） 383 2.833 493 7.497 -62.2

- 38.564 - 36.487 5.7

8485 - 90 注1 部品（積層造形用機械） X 16.616 X 15.177 9.5

- 16.616 - 15.177 9.5

- 55.179 - 51.664 6.8
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード Ch.(%)

2024年05月

品    名

2023年05月

HS コード 品    名

2024年05月 2023年05月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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●米国プラスチック機械の輸出入統計（2024 年 5 月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2024 年 5 月の米国におけるプラスチック機械

の輸出入の概要は、次のとおりである。 

 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で 1 億 834 万ドル（対前年同月比 10.4%減）となった。

輸出先は、カナダが 2,928 万ドル（同 35.5%増）で最も大きく、次いでメキシコが 2,552 万

ドル（同 40.9%減）、ドイツが 642 万ドル（同 13.5%減）、中国が 366 万ドル（同 31.6%減）、

と続く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 1,075 万ドル（同 21.1%増）、押出成形機は 557
万ドル（同 23.4%減）、吹込み成形機は 246 万ドル（同 2.7%増）、真空成形機及びその他の熱

成形機（以下「真空成形機等」という。）は 275 万ドル（同 32.0%減）となり、部分品は 6,326
万ドル（同 14.3%減）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で 2 億 8,428 万ドル（同 7.0%減）となった。輸入元は、

ドイツが 8,521 万ドル（同 2.1%減）で最も大きく、次いでカナダが 4,360 万ドル（同 9.4%
減）、オーストリアが 2,444 万ドル（同 29.6%減）、日本が 2,799 万ドル（同 7.6%増）と続く。

機種別の輸入金額は、射出成形機は 5,814 万ドル（同 32.1%減）、押出成形機は 1,940 万ドル

（同 71.0%増）、吹込み成形機は 2,255 万ドル（同 115.9%増）、真空成形機等は 354 万ドル（同

57.6%減）となり、部分品は 1 億 1,248 万ドル（同 2.4%増）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体 48 万ドル（同 90.1%減）となり、全輸出金額に占め

る割合は 0.4%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 2,799 万ドル（同 7.6%増）となり、全輸入金額に

占める割合は 9.8%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、

1,420 万ドル（同 23.0%減）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 120.8 千ドル、押出成形機が 78.4
千ドル、吹込み成形機が 24.9 千ドル、真空成形機等が 25.5 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、28.0 千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 161.1 千ドル、押出成形機が 269.4
千ドル、吹込み成形機が 410.0 千ドル、真空成形機等が 18.2 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、18.4千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は165.2
千ドルとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国におけるプラスチック機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国におけるプラスチック機械の輸入金額の推移 
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●米国プラスチック機械の輸出入統計（2024 年 5 月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2024 年 5 月の米国におけるプラスチック機械

の輸出入の概要は、次のとおりである。 

 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で 1 億 834 万ドル（対前年同月比 10.4%減）となった。

輸出先は、カナダが 2,928 万ドル（同 35.5%増）で最も大きく、次いでメキシコが 2,552 万

ドル（同 40.9%減）、ドイツが 642 万ドル（同 13.5%減）、中国が 366 万ドル（同 31.6%減）、

と続く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 1,075 万ドル（同 21.1%増）、押出成形機は 557
万ドル（同 23.4%減）、吹込み成形機は 246 万ドル（同 2.7%増）、真空成形機及びその他の熱

成形機（以下「真空成形機等」という。）は 275 万ドル（同 32.0%減）となり、部分品は 6,326
万ドル（同 14.3%減）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で 2 億 8,428 万ドル（同 7.0%減）となった。輸入元は、

ドイツが 8,521 万ドル（同 2.1%減）で最も大きく、次いでカナダが 4,360 万ドル（同 9.4%
減）、オーストリアが 2,444 万ドル（同 29.6%減）、日本が 2,799 万ドル（同 7.6%増）と続く。

機種別の輸入金額は、射出成形機は 5,814 万ドル（同 32.1%減）、押出成形機は 1,940 万ドル

（同 71.0%増）、吹込み成形機は 2,255 万ドル（同 115.9%増）、真空成形機等は 354 万ドル（同

57.6%減）となり、部分品は 1 億 1,248 万ドル（同 2.4%増）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体 48 万ドル（同 90.1%減）となり、全輸出金額に占め

る割合は 0.4%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 2,799 万ドル（同 7.6%増）となり、全輸入金額に

占める割合は 9.8%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、

1,420 万ドル（同 23.0%減）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 120.8 千ドル、押出成形機が 78.4
千ドル、吹込み成形機が 24.9 千ドル、真空成形機等が 25.5 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、28.0 千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 161.1 千ドル、押出成形機が 269.4
千ドル、吹込み成形機が 410.0 千ドル、真空成形機等が 18.2 千ドルとなった。また、全機種

の単純平均単価は、18.4千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は165.2
千ドルとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 1 米国におけるプラスチック機械の輸出金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図 2 米国におけるプラスチック機械の輸入金額の推移 
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(単位:台、ドル・百円:$1=100円)

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

アイルランド 28 3,365,363 5 1,090,543 2,274,820 208.6 1 158,250 0 0 -

イギリス 3 2,246,207 12 1,200,851 1,045,356 87.1 0 0 0 0 -

フランス 3 909,933 29 1,353,755 -443,822 -32.8 1 120,000 0 0 -

ドイツ 64 6,417,964 103 7,420,835 -1,002,871 -13.5 6 516,813 0 0 -

イタリア 35 2,258,809 66 2,742,582 -483,773 -17.6 0 0 1 49,275 -100.0

トルコ 3 599,641 1 499,236 100,405 20.1 0 0 0 0 -

小計 136 15,797,917 216 14,307,802 1,490,115 10.4 8 795,063 1 49,275 1,513.5

カナダ 323 29,276,687 165 21,601,305 7,675,382 35.5 28 3,517,317 6 433,541 711.3

メキシコ 439 25,521,692 680 43,216,348 -17,694,656 -40.9 39 4,974,039 69 7,189,241 -30.8

コスタリカ 56 2,294,707 23 1,507,702 787,005 52.2 2 111,190 3 250,085 -55.5

コロンビア 11 1,006,267 62 2,437,808 -1,431,541 -58.7 0 0 0 0 -

ベネズエラ 0 11,117 0 102,638 -91,521 -89.2 0 0 0 0 -

ブラジル 49 1,981,630 75 3,435,289 -1,453,659 -42.3 0 0 0 0 -

チリ 16 3,340,520 25 1,515,779 1,824,741 120.4 0 0 0 0 -

小計 878 60,092,100 1,005 72,301,090 -12,208,990 -16.9 69 8,602,546 78 7,872,867 9.3

日本 17 484,371 9 4,900,014 -4,415,643 -90.1 0 0 6 500,000 -100.0

韓国 22 961,255 10 757,095 204,160 27.0 0 0 0 0 -

中国 36 3,663,856 99 5,355,783 -1,691,927 -31.6 0 0 0 0 -

台湾 15 1,801,750 22 1,664,381 137,369 8.3 1 123,507 0 0 -

シンガポール 49 1,913,695 3 595,054 1,318,641 221.6 0 0 0 0 -

タイ 171 3,421,045 0 549,308 2,871,737 522.8 1 105,504 0 0 -

インド 83 2,647,581 4 1,873,701 773,880 41.3 2 200,000 0 0 -

小計 393 14,893,553 147 15,695,336 -801,783 -5.1 4 429,011 6 500,000 -14.2

その他 201 17,556,091 186 18,575,718 -1,019,627 -5.5 8 924,022 6 457,834 101.8

合計 1,608 108,339,661 1,554 120,879,946 -12,540,285 -10.4 89 10,750,642 91 8,879,976 21.1

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額 24年05月 輸出金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

アイルランド 0 0 - 2 459,028 29.3 0 0 - 1,959,751 166.4

イギリス 1 26,203 - 0 0 - 0 0 -100.0 2,168,904 116.4

フランス 0 0 - 0 0 - 0 0 - 689,577 -29.6

ドイツ 1 31,855 -92.8 0 0 -100.0 5 45,611 52.4 4,060,190 -6.5

イタリア 0 0 - 9 72,874 37.5 0 0 - 1,113,486 58.0

トルコ 0 0 - 0 0 -100.0 0 0 - 518,141 11.4

小計 2 58,058 -87.0 11 531,902 18.9 5 45,611 -42.9 10,510,049 27.7

カナダ 5 531,415 -37.1 35 728,484 2,746.1 50 1,173,751 - 19,800,600 6.6

メキシコ 37 3,272,970 17.8 0 0 -100.0 27 858,954 -58.5 10,071,964 -53.3

コスタリカ 0 0 -100.0 14 92,881 -14.0 1 14,681 - 1,486,173 101.6

コロンビア 0 0 - 0 0 - 0 0 -100.0 854,362 33.8

ベネズエラ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 11,117 -89.2

ブラジル 0 0 - 8 73,021 - 0 0 - 1,144,632 -40.3

チリ 12 1,000,000 - 0 0 - 0 0 - 2,279,432 92.3

小計 42 3,804,385 0.0 57 894,386 126.0 78 2,047,386 -46.9 33,368,848 -23.3

日本 0 0 - 2 31,383 - 2 24,222 - 349,121 -91.5

韓国 0 0 -100.0 4 153,340 - 0 0 -100.0 416,265 -3.2

中国 2 174,800 288.4 14 248,721 -56.9 4 36,504 -63.1 2,938,597 14.3

台湾 11 344,232 241.0 0 0 - 0 0 - 799,151 -6.8

シンガポール 0 0 - 0 0 -100.0 0 0 - 1,586,550 201.3

タイ 0 0 - 0 0 - 12 224,219 - 602,827 9.7

インド 1 121,525 - 3 22,656 - 0 0 - 993,333 -43.1

小計 14 640,557 91.9 23 456,100 -21.6 18 284,945 157.4 7,685,844 -28.8

その他 13 1,065,000 -60.4 8 581,172 -40.3 7 373,469 - 11,695,695 3.7

合計 71 5,568,000 -23.4 99 2,463,560 2.7 108 2,751,411 -32.0 63,260,436 -14.3

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等 部分品
2024年05月 2024年05月 2024年05月

表1　米国プラスチック機械の国別輸出統計 (2024年05月)

プラスチック機械合計 射出成形機
2024年05月 2023年05月2024年05月 2023年05月

押出成形機 吹込み成形機
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(単位:台、ドル・百円:$1=100円)

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

イギリス 209 3,159,570 14 2,220,997 938,573 42.3 1 71,917 7 25,462 182.4

スペイン 28 1,377,190 38 1,306,104 71,086 5.4 1 27,172 0 0 -

フランス 79 9,798,368 19 8,854,279 944,089 10.7 61 1,718,057 2 404,514 324.7

オランダ 223 11,466,434 57 13,201,502 -1,735,068 -13.1 1 39,235 1 32,158 22.0

ドイツ 653 85,214,225 1,643 87,047,456 -1,833,231 -2.1 47 11,060,192 247 17,801,054 -37.9

スイス 33 9,663,522 95 6,914,873 2,748,649 39.7 2 1,009,140 1 642,542 57.1

オーストリア 142 24,443,466 478 34,700,872 -10,257,406 -29.6 53 10,716,874 60 19,239,486 -44.3

ハンガリー 0 15,226 0 6,700 8,526 127.3 0 0 0 0 -

イタリア 660 18,829,011 403 17,835,907 993,104 5.6 14 881,015 30 392,930 124.2

ルーマニア 0 3,469 0 174,115 -170,646 -98.0 0 0 0 0 -

チェコ 8 3,469 2 174,115 -170,646 -98.0 0 0 0 0 -

ポーランド 2 774,078 2 712,233 61,845 8.7 0 0 0 0 -

小計 2,037 164,748,028 2,751 173,149,153 -8,401,125 -4.9 180 25,523,602 348 38,538,146 -33.8

カナダ 1,811 43,600,958 1,540 48,124,385 -4,523,427 -9.4 11 10,733,303 22 17,065,855 -37.1

ブラジル 3 240,864 2 349,450 -108,586 -31.1 0 0 0 0 -

小計 1,814 43,841,822 1,542 48,473,835 -4,632,013 -9.6 11 10,733,303 22 17,065,855 -37.1

日本 105 27,986,548 125 26,017,943 1,968,605 7.6 86 14,204,431 111 18,459,040 -23.0

韓国 16 5,101,278 8 2,091,228 3,010,050 143.9 8 1,784,057 5 609,284 192.8

中国 1,402 15,146,120 1,378 21,072,794 -5,926,674 -28.1 48 2,773,985 128 5,403,650 -48.7

台湾 77 5,849,139 244 5,191,163 657,976 12.7 8 1,342,759 9 1,575,248 -14.8

タイ 15 1,894,801 49 5,250,321 -3,355,520 -63.9 14 1,299,625 42 3,415,351 -61.9

インド 20 5,235,881 52 5,564,674 -328,793 -5.9 5 384,314 3 242,044 58.8

小計 1,635 61,213,767 1,856 65,188,123 -3,974,356 -6.1 169 21,789,171 298 29,704,617 -26.6

その他 3,835 14,472,883 4,954 18,979,560 -4,506,677 -23.7 1 98,614 7 298,906 -67.0

合計 9,321 284,276,500 11,103 305,790,671 -21,514,171 -7.0 361 58,144,690 675 85,607,524 -32.1

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額 24年05月 輸入金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

イギリス 2 779,086 330.4 0 0 - 10 612,724 1,430.2 1,182,517 -33.0

スペイン 2 145,726 - 0 0 - 2 24,024 - 325,807 -55.5

フランス 0 0 - 7 3,849,394 93.3 5 16,510 - 3,799,070 -39.7

オランダ 1 88,767 -72.0 0 0 - 1 3,910 - 3,561,113 80.7

ドイツ 14 5,805,816 37.7 24 10,936,539 113.9 136 257,896 -92.0 36,663,104 33.2

スイス 21 4,204,027 - 2 2,170,197 - 0 0 - 1,789,489 -58.6

オーストリア 7 2,883,063 36.9 0 0 - 11 635,469 900.1 5,656,095 -18.1

ハンガリー 0 0 - 0 0 - 0 0 - 15,226 127.3

イタリア 9 2,978,556 9.4 1 890,872 172.5 1 727,100 -57.8 6,845,901 46.5

ルーマニア 0 0 - 0 0 - 0 0 - 3,469 -98.0

チェコ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 3,469 -98.0

ポーランド 0 0 - 0 0 - 0 0 - 725,564 54.8

小計 56 16,885,041 76.9 34 17,847,002 140.2 166 2,277,633 -54.9 60,570,824 9.0

カナダ 6 344,488 1.4 2 33,972 -32.8 7 1,017,752 13.2 20,927,921 -19.4

ブラジル 0 0 - 0 0 - 0 0 -100.0 37,235 -83.9

小計 6 344,488 1.4 2 33,972 -32.8 7 1,017,752 12.6 20,965,156 -19.9

日本 0 0 -100.0 6 3,220,272 117,686.1 1 5,622 - 9,090,949 44.3

韓国 1 149,819 - 0 0 - 0 0 - 2,659,858 93.2

中国 5 699,561 14.8 4 187,971 -72.6 14 118,635 -92.7 7,016,072 -26.6

台湾 1 30,000 - 5 567,263 - 1 86,500 - 3,146,870 20.6

タイ 1 90,950 - 0 0 -100.0 0 0 - 504,226 -47.3

インド 0 0 -100.0 2 335,874 -51.4 1 3,000 - 2,025,643 0.9

小計 8 970,330 -17.7 17 4,311,380 112.1 17 213,757 -86.9 24,443,618 7.2

その他 2 1,198,363 322.1 2 360,026 -61.4 5 35,447 -95.3 6,495,528 22.3

合計 72 19,398,222 71.0 55 22,552,380 115.9 195 3,544,589 -57.6 112,475,126 2.4

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

2023年05月2024年05月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等

表2　米国プラスチック機械の国別輸入統計 (2024年05月)

2024年05月 2024年05月 2024年05月

部分品

プラスチック機械合計 射出成形機

2024年05月 2023年05月
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項目 2024年05月 2023年05月 伸び率（％） 2024年05月 2023年05月 伸び率（％） 2024年05月 2023年05月

8477-10 射出成形機 10,750,642 8,879,976 21.1 0 500,000 -100.0 0.0 5.6

8477-20 押出成形機 5,568,000 7,273,542 -23.4 0 0 - 0.0 0.0

8477-30 吹込み成形機 2,463,560 2,398,484 2.7 31,383 0 - 1.3 0.0

8477-40 真空成形機等 2,751,411 4,043,415 -32.0 24,222 0 - 0.9 0.0

8477-51 その他の機械 （成形用） 186,278 530,889 -64.9 0 0 - 0.0 0.0

8477-59 その他のもの （成形用） 6,043,204 7,206,156 -16.1 0 228,052 -100.0 0.0 3.2

8477-80 その他の機械 17,316,130 16,712,761 3.6 79,645 51,900 53.5 0.5 0.3

45,079,225 47,045,223 -4.2 135,250 779,952 -82.7 0.3 1.7

8477-90 部分品 63,260,436 73,834,723 -14.3 349,121 4,120,062 -91.5 0.6 5.6

108,339,661 120,879,946 -10.4 484,371 4,900,014 -90.1 0.4 4.1

項目 2024年05月 2023年05月 伸び率（％） 2024年05月 2023年05月 伸び率（％） 2024年05月 2023年05月

8477-10 射出成形機 58,144,690 85,607,524 -32.1 14,204,431 18,459,040 -23.0 24.4 21.6

8477-20 押出成形機 19,398,222 11,344,741 71.0 0 393,083 -100.0 0.0 3.5

8477-30 吹込み成形機 22,552,380 10,446,241 115.9 3,220,272 2,734 117,686.1 14.3 0.0

8477-40 真空成形機等 3,544,589 8,351,084 -57.6 5,622 0 - 0.2 0.0

8477-51 その他の機械 （成形用） 7,200,433 10,250,268 -29.8 78,433 0 - 1.1 0.0

8477-59 その他のもの （成形用） 10,469,863 16,165,804 -35.2 855,889 799,150 7.1 8.2 4.9

8477-80 その他の機械 50,491,197 53,733,498 -6.0 530,952 64,300 725.7 1.1 0.1

171,801,374 195,899,160 -12.3 18,895,599 19,718,307 -4.2 11.0 10.1

8477-90 部分品 112,475,126 109,891,511 2.4 9,090,949 6,299,636 44.3 8.1 5.7

284,276,500 305,790,671 -7.0 27,986,548 26,017,943 7.6 9.8 8.5

項目 輸出数量 対日輸出数量 輸入数量 対日輸入数量

8477-10 射出成形機 89 120.8 0 - 361 161.1 86 165.2

8477-20 押出成形機 71 78.4 0 - 72 269.4 0 -

8477-30 吹込み成形機 99 24.9 2 15.7 55 410.0 6 536.7

8477-40 真空成形機等 108 25.5 2 12.1 195 18.2 1 5.6

8477-51 その他の機械 （成形用） 24 7.8 0 - 32 225.0 1 78.4

8477-59 その他のもの （成形用） 125 48.3 0 - 149 70.3 3 285.3

8477-80 その他の機械 1,092 15.9 13 6.1 8,457 6.0 8 66.4

1,608 28.0 17 8.0 9,321 18.4 105 180.0

8477-90 部分品 X - X - X - X -

- - - - - - - -

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

対日輸入単純平均単価

対日輸出割合（％）

対日輸入割合（％）対日輸入金額

機械類小計

合計

輸出金額 対日輸出金額

表3　米国プラスチック機械の機種別輸出入統計（2024年05月）

（単位：台、ドル・百円；単価は千ドル・10万円；$1=100円）

機械類小計

合計

輸入金額

機械類小計

合計

輸出単純平均単価 対日輸出単純平均単価 輸入単純平均単価

●米国の鉄鋼生産と設備稼働率（2024年 5月） 

 
米国鉄鋼協会（American Iron and Steel Institute）の月次統計に基づく、米国における 2024

年 5月の鉄鋼生産と設備稼働率の概要は、以下のとおりである。 
 
①  粗鋼生産量は 756.8万ネット・トンで、前月の 726.6万ネット・トンから増加（＋4.2%）と

なり、対前年同月比は減少（△2.6%）となった。 
鉄鋼生産量は 743.1万ネット・トンで、前月の 735.6万ネット・トンから増加（＋1.0%）と

なり、対前年同月比は減少（△3.8%）となった。鋼種別では、前年同月比で炭素鋼（△3.8%）、

合金鋼（△10.0%）、ステンレス鋼（＋5.7%）となっている。 
 
② 主要分野別の出荷状況をみると、自動車関連 130.6万ネット・トン（対前年同月比△13.6%）、

建設関連 193.3万ネット・トン（同＋4.3%）、中間販売業者 187.0万ネット・トン（同△0.8%）、

機械産業（農業関係を除く）10.4万ネット・トン（同△8.6%）となっている。 
需要分野別にみると、建設関連（同＋4.3%）、石油・ガス・石油化学（同＋58.7%）、家電・

食卓用金物（同＋7.0%）が対前年比で増加となり、鉄鋼中間材（同△0.7%）、産業用ねじ（同

△38.4%）、中間販売業者（同△0.8%）、自動車（同△13.6%）、鉄道輸送（同△7.3%）、船

舶・舶用機械（同△12.2%）、航空・宇宙（同△18.5%）、鉱山・採石・製材（同△13.0%）、

農業（農業機械等）（同△2.2%）、機械装置・工具（同△4.0%）、電気機器（同△17.5%）、

コンテナ等出荷機材（同△29.8%）が対前年比で減少となっている。また、外需は減少（同△

13.7%）となっている。 
 
③  鉄鋼輸出は、74.7 万ネット・トンで、前月の 80.7 万ネット・トンから減少（△7.4%）とな

り、対前年同月比 は減少（△13.7%）となった。 
 

④  鉄鋼輸入は、285.1万ネット・トンで、前月の 280.1万ネット・トンから増加（＋1.8%）と

なり、対前年同月比は増加（＋22.9%）となっている。鋼種別にみると対前年同月比で、炭素

鋼（＋29.4%）、合金鋼（＋3.1%）、ステンレス鋼（＋17.1%）となっている。 
主要な輸入元としては、カナダが 57.4 万ネット・トン、メキシコが 31.0 万ネット・トン、

メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 46.1 万ネット・トン、EU が 41.1 万ネット・トン、

欧州の EU 非加盟国（ロシアを含む）が 9.3 万ネット・トン、アジアが 88.6 万ネット・トン

となっている。 
主な荷受地は、大西洋岸で 50.4万ネット・トン（構成比 17.7%）、メキシコ湾岸部で 135.6

万ネット・トン（同 47.6%）、太平洋岸で 23.5 万ネット・トン（同 8.2%）、五大湖沿岸部で

74.6万ネット・トン（同 26.2%）となっている。 
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●米国の鉄鋼生産と設備稼働率（2024年 5月） 

 
米国鉄鋼協会（American Iron and Steel Institute）の月次統計に基づく、米国における 2024

年 5月の鉄鋼生産と設備稼働率の概要は、以下のとおりである。 
 
①  粗鋼生産量は 756.8万ネット・トンで、前月の 726.6万ネット・トンから増加（＋4.2%）と

なり、対前年同月比は減少（△2.6%）となった。 
鉄鋼生産量は 743.1万ネット・トンで、前月の 735.6万ネット・トンから増加（＋1.0%）と

なり、対前年同月比は減少（△3.8%）となった。鋼種別では、前年同月比で炭素鋼（△3.8%）、

合金鋼（△10.0%）、ステンレス鋼（＋5.7%）となっている。 
 
② 主要分野別の出荷状況をみると、自動車関連 130.6万ネット・トン（対前年同月比△13.6%）、

建設関連 193.3万ネット・トン（同＋4.3%）、中間販売業者 187.0万ネット・トン（同△0.8%）、

機械産業（農業関係を除く）10.4万ネット・トン（同△8.6%）となっている。 
需要分野別にみると、建設関連（同＋4.3%）、石油・ガス・石油化学（同＋58.7%）、家電・

食卓用金物（同＋7.0%）が対前年比で増加となり、鉄鋼中間材（同△0.7%）、産業用ねじ（同

△38.4%）、中間販売業者（同△0.8%）、自動車（同△13.6%）、鉄道輸送（同△7.3%）、船

舶・舶用機械（同△12.2%）、航空・宇宙（同△18.5%）、鉱山・採石・製材（同△13.0%）、

農業（農業機械等）（同△2.2%）、機械装置・工具（同△4.0%）、電気機器（同△17.5%）、

コンテナ等出荷機材（同△29.8%）が対前年比で減少となっている。また、外需は減少（同△

13.7%）となっている。 
 
③  鉄鋼輸出は、74.7 万ネット・トンで、前月の 80.7 万ネット・トンから減少（△7.4%）とな

り、対前年同月比 は減少（△13.7%）となった。 
 

④  鉄鋼輸入は、285.1万ネット・トンで、前月の 280.1万ネット・トンから増加（＋1.8%）と

なり、対前年同月比は増加（＋22.9%）となっている。鋼種別にみると対前年同月比で、炭素

鋼（＋29.4%）、合金鋼（＋3.1%）、ステンレス鋼（＋17.1%）となっている。 
主要な輸入元としては、カナダが 57.4 万ネット・トン、メキシコが 31.0 万ネット・トン、

メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 46.1 万ネット・トン、EU が 41.1 万ネット・トン、

欧州の EU 非加盟国（ロシアを含む）が 9.3 万ネット・トン、アジアが 88.6 万ネット・トン

となっている。 
主な荷受地は、大西洋岸で 50.4万ネット・トン（構成比 17.7%）、メキシコ湾岸部で 135.6

万ネット・トン（同 47.6%）、太平洋岸で 23.5 万ネット・トン（同 8.2%）、五大湖沿岸部で

74.6万ネット・トン（同 26.2%）となっている。 
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また、米国内消費に占める輸入（半製品を除く）の割合は 29.9%と、前月の 30.0%から 0.1
ポイント減となり、前年同月の 25.3%から 4.6ポイント増となった。 
 

⑤  設備稼働率は 76.9%で、前月の 76.3%から 0.6 ポイント増となり、前年同月の 77.9%から

1.0ポイント減となった。また、内需は 953.5万ネット・トンとなり、対前年同月比で増加（＋

3.9%）となっている。 

表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2024年 5月） 
 

 2024年 2023年 対前年比伸率(%) 
 5月 年累計 5月 年累計 5月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）       

(1)Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

(2)Raw Steel（合計） 7,568 36,708 7,767 37,674 △ 2.6 △ 2.6 

Basic Oxygen 
Process(*1) 

N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

Electric(*2) N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

Continuous Cast(*1及び

*2の一部を含む。) 
7,544 36,589 7,743 37,557 △ 2.6 △ 2.6 

2.設備稼働率（％） 76.9  76.1  77.9  77.9  
  

3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 7,431 36,608 7,722 37,860 △ 3.8 △ 3.3 

(1)Carbon 7,084 34,869 7,365 36,078 △ 3.8 △ 3.4 

(2)Alloy 170 895 189 983 △ 10.0 △ 8.9 

(3)Stainless 177 843 167 800 5.7 5.4 

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 747 3,852 866 3,861 △ 13.7 △ 0.2 

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 2,851 13,188 2,320 12,213 22.9 8.0 

(1)Carbon 2,200 9,992 1,701 8,929 29.4 11.9 

(2)Alloy 550 2,731 534 2,849 3.1 △ 4.1 

(3)Stainless 100 465 86 435 17.1 7.0 

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 9,535 45,944 9,176 46,212 3.9 △ 0.6 

(D)=A＋C-B 
      

7.内需に占める輸入の割

合 
29.9 28.7 25.3 26.4 

  

(E)=C/D*100(%) 
      

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
   ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 
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また、米国内消費に占める輸入（半製品を除く）の割合は 29.9%と、前月の 30.0%から 0.1
ポイント減となり、前年同月の 25.3%から 4.6ポイント増となった。 
 

⑤  設備稼働率は 76.9%で、前月の 76.3%から 0.6 ポイント増となり、前年同月の 77.9%から

1.0ポイント減となった。また、内需は 953.5万ネット・トンとなり、対前年同月比で増加（＋

3.9%）となっている。 

表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2024年 5月） 
 

 2024年 2023年 対前年比伸率(%) 
 5月 年累計 5月 年累計 5月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）       

(1)Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

(2)Raw Steel（合計） 7,568 36,708 7,767 37,674 △ 2.6 △ 2.6 

Basic Oxygen 
Process(*1) 

N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

Electric(*2) N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

Continuous Cast(*1及び

*2の一部を含む。) 
7,544 36,589 7,743 37,557 △ 2.6 △ 2.6 

2.設備稼働率（％） 76.9  76.1  77.9  77.9  
  

3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 7,431 36,608 7,722 37,860 △ 3.8 △ 3.3 

(1)Carbon 7,084 34,869 7,365 36,078 △ 3.8 △ 3.4 

(2)Alloy 170 895 189 983 △ 10.0 △ 8.9 

(3)Stainless 177 843 167 800 5.7 5.4 

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 747 3,852 866 3,861 △ 13.7 △ 0.2 

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 2,851 13,188 2,320 12,213 22.9 8.0 

(1)Carbon 2,200 9,992 1,701 8,929 29.4 11.9 

(2)Alloy 550 2,731 534 2,849 3.1 △ 4.1 

(3)Stainless 100 465 86 435 17.1 7.0 

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 9,535 45,944 9,176 46,212 3.9 △ 0.6 

(D)=A＋C-B 
      

7.内需に占める輸入の割

合 
29.9 28.7 25.3 26.4 

  

(E)=C/D*100(%) 
      

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
   ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 
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表 2 米国鉄鋼業の設備稼働率の推移 
                                                  （単位：%） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均稼働 

2023年 73.0 75.5 76.9 76.5 77.9 77.9 76.2 76.6 76.4 72.4 73.4 74.2 76.0 

2024年 73.4 77.7 76.4 76.3 76.9        76.1 

 
 

 
 

折れ線グラフ：設備稼働率（左軸） 
棒グラフ：粗鋼生産量（右軸）  
 

図 1 米国における粗鋼生産量と設備稼働率の推移 
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図 1 米国における粗鋼生産量と設備稼働率の推移 

2024-2023
2024 2023

May 5 Mos. May 5 Mos. May 5 Mos.
PRODUCTION:(Millions N.T.)

 Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A

 Raw Steel (total) 7.568 36.708 7.767 37.674 -2.6% -2.6%
   Basic Oxygen process N/A N/A N/A N/A N/A N/A
   Electric N/A N/A N/A N/A N/A N/A
   Continuous cast (incl. above) 7.544 36.589 7.743 37.557 -2.6% -2.6%

   Rate of Capability Utilization 76.9 76.1 77.9 77.9

MILL SHIPMENTS: (000 N.T.)

 Total steel mill products 7,431 36,608 7,722 37,860 -3.8% -3.3%
   Carbon 7,084 34,869 7,365 36,078 -3.8% -3.4%
   Alloy 170 895 189 983 -10.0% -8.9%
   Stainless 177 843 167 800 5.7% 5.4%

FOREIGN TRADE-STEEL MILL PRODUCTS:

 Exports (000 N.T.) 747 3,852 866 3,861 -13.7% -0.2%
 Imports (000 N.T.) 2,851 13,188 2,320 12,213 22.9% 8.0%
   Carbon 2,200 9,992 1,701 8,929 29.4% 11.9%
   Alloy 550 2,731 534 2,849 3.1% -4.1%
   Stainless 100 465 86 435 17.1% 7.0%
Imports excluding semi-finished 2,230 9,985 1,872 9,462 19.1% 5.5%
APPARENT STEEL SUPPLY EXCLUDING
    SEMI-FINISHED IMPORTS (000 NET TONS) 8,914 42,741 8,728 43,461 2.1% -1.7%
 Imports excluding semi-finished as % apparent supply 25.0 23.4 21.4 21.8

MILL SHIPMENTS:SELECTED MARKETS 

 Automotive 1,306 7,127 1,511 7,118 -13.6% 0.1%
 Construction & contractors' products 1,933 9,014 1,853 9,130 4.3% -1.3%
 Service centers & distributors 1,870 8,930 1,885 9,304 -0.8% -4.0%
 Machinery,excl. agricultural 104 506 113 559 -8.6% -9.4%

EMPLOYMENT DATA: 12 mo. 2022 vs. 12 mo. 2021

 Total Net Number of Employees 136 133 2.3%
   (000)  Source:  BLS

 Hourly Employment Cost: 12 mo. 2011 vs. 12 mo. 2010
 Total wage and benefits
 Source: BLS - NAICS 3311 Iron & Steel Mills 27.20$     26.91$     1.1%

FINANCIAL DATA:(Millions of Dollars) * Preliminary 12 mo. 2022 vs. 12 mo. 2021
Steel Segment
 Total Sales $84,868 $75,168 12.9%
 Operating Income $14,543 $14,543

% Change

別表1　米国の鉄鋼業データ（１）
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2024-2023
2024 2023

May 5 Mos. May 5 Mos. May 5 Mos.
FOREIGN TRADE - STEEL MILL PRODUCTS:   

Imports - Country of Origin (000 N.T.) 2,851 13,188 2,320 12,213 22.9% 8.0%

Canada 574 2,922 628 3,013 -8.5% -3.0%

Mexico 310 1,742 282 1,908 9.7% -8.7%
     
Other Western Hemisphere 461 2,351 247 1,715 86.4% 37.1%

EU 411 1,769 409 1,841 0.4% -3.9%

Other Europe* 93 430 55 321 70.2% 33.7%

Asia 886 3,478 550 2,867 61.3% 21.3%

Oceania 33 151 77 197 -56.6% -23.4%

Africa 83 344 73 351 13.7% -2.0%

* Includes Russia

Imports - By Customs District (000 N.T.) 2,851 13,188 2,320 12,213 22.9% 8.0%

    Atlantic Coast 504 2,159 267 1,502 88.4% 43.8%
    Gulf Coast - Mexican Border 1,356 6,169 983 6,260 37.9% -1.5%
    Pacific Coast 235 1,420 292 1,049 -19.6% 35.3%
    Great Lakes - Canadian Border 746 3,347 758 3,316 -1.6% 0.9%
    Off Shore 10 93 19 86 -46.2% 8.1%

別表2　米国の鉄鋼業データ（２）

% Change
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MAY 2024
SAME

MONTH
MARKET CLASSIFICATIONS NET TONS PERCENT NET TONS PERCENT PERCENT NET TONS PERCENT
 1. Steel for Converting and Processing
      Wire and wire products 78,498 1.1% 393,688 1.1% 2.0% -15,755 -3.8%
      Sheets and strip 131,629 1.8% 661,878 1.8% -54.8% -814,660 -55.2%
      Pipe and tube 548,355 7.4% 2,438,852 6.7% 41.5% 195,274 8.7%
      Cold finishing 173 0.0% 1,215 0.0% -64.2% -1,330 -52.3%
      Other 16,459 0.2% 82,296 0.2% -33.0% -43,110 -34.4%
         Total 775,114 10.4% 3,577,929 9.8% -0.7% -679,581 -16.0%
 2. Independent Forgers (not elsewhere classified) 5,265 0.1% 30,918 0.1% -33.9% -3,953 -11.3%
 3. Industrial Fasteners 961 0.0% 4,735 0.0% -38.4% -3,341 -41.4%
 4. Steel Service Centers and Distributors 1,869,850 25.2% 8,929,792 24.4% -0.8% -374,477 -4.0%
 5. Construction, Including Maintenance
      Metal Building Systems 100,767 1.4% 489,526 1.3% -1.3% -41,697 -7.8%
      Bridge and Highway Construction 6,104 0.1% 31,100 0.1% -15.1% -6,536 -17.4%
      General Construction 1,567,149 21.1% 7,179,236 19.6% 8.4% 20,830 0.3%
      Culverts and Concrete Pipe 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0%
      All Other Construction & Contractors' Products 258,951 3.5% 1,314,185 3.6% -12.9% -88,966 -6.3%
          Total 1,932,971 26.0% 9,014,047 24.6% 4.3% -116,370 -1.3%
 7. Automotive
      Vehicles,parts & accessories-assemblers 1,240,648 16.7% 6,776,868 18.5% -13.5% 49,199 0.7%
      Trailers, all types 1,077 0.0% 16,268 0.0% 90.6% 13,196 429.6%
      Parts and accessories-independent suppliers 53,278 0.7% 277,496 0.8% -4.7% -9,995 -3.5%
      Independent forgers 11,131 0.1% 56,135 0.2% -43.1% -43,295 -43.5%
         Total 1,306,134 17.6% 7,126,767 19.5% -13.6% 9,105 0.1%
 8. Rail Transportation 101,919 1.4% 454,798 1.2% -7.3% -68,580 -13.1%
 9. Shipbuilding and Marine Equipment 5,350 0.1% 27,429 0.1% -12.2% -4,617 -14.4%
10. Aircraft and Aerospace 313 0.0% 1,987 0.0% -18.5% -545 -21.5%
11. Oil,  Gas & Petrochemical
      Drilling & Transportation 127,082 1.7% 526,243 1.4% 61.5% 82,361 18.6%
      Storage Tanks 726 0.0% 3,705 0.0% -16.2% -766 -17.1%
      Oil, Gas & Chemical Process Vessels 1,936 0.0% 9,716 0.0% -10.5% -954 -8.9%
         Total 129,744 1.7% 539,664 1.5% 58.7% 80,641 17.6%
12. Mining, Quarrying and Lumbering 60 0.0% 322 0.0% -13.0% 7 2.2%
13. Agricultural
      Agricultural Machinery 14,932 0.2% 69,490 0.2% -2.3% -6,476 -8.5%
      All Other 743 0.0% 3,762 0.0% 0.5% -175 -4.5%
         Total 15,675 0.2% 73,252 0.2% -2.2% -6,652 -8.3%
14. Machinery, Industrial Equipment and Tools
      General Purpose Equipment - Bearings 8,732 0.1% 30,530 0.1% -31.6% -25,913 -45.9%
      Construction Equip. and Materials Handling Equip. 28,742 0.4% 153,364 0.4% -23.8% -34,087 -18.2%
      All Other 33,986 0.5% 153,326 0.4% 41.8% 29,589 23.9%
         Total 71,460 1.0% 337,220 0.9% -4.0% -30,412 -8.3%
15. Electrical Equipment 32,144 0.4% 169,014 0.5% -17.5% -21,889 -11.5%
16. Appliances, Utensils and Cutlery
      Appliances 185,159 2.5% 840,351 2.3% 7.1% 15,854 1.9%
      Utensils and Cutlery 114 0.0% 551 0.0% -57.6% -987 -64.2%
         Total 185,273 2.5% 840,902 2.3% 7.0% 14,868 1.8%
17. Other Domestic and Commercial Equipment 13,075 0.2% 69,922 0.2% -29.9% -17,483 -20.0%
18. Containers, Packaging and Shipping Materials
      Cans and Closures 38,837 0.5% 182,640 0.5% -39.0% -133,791 -42.3%
      Barrels, drums and shipping pails 38,447 0.5% 180,028 0.5% -14.1% -27,174 -13.1%
      All Other 9,913 0.1% 52,221 0.1% -36.9% -18,725 -26.4%
         Total 87,197 1.2% 414,889 1.1% -29.8% -179,690 -30.2%
19. Ordnance and Other Military 1,562 0.0% 11,915 0.0% -20.4% 4,463 59.9%
20. Export 747,172 10.1% 3,851,895 10.5% -13.7% -138,399 -3.5%
21. Non-Classified Shipments 149,962 2.0% 1,130,252 3.1% -12.5% 284,400 33.6%
         TOTAL SHIPMENTS (Items 1-21) 7,431,201 100.0% 36,607,649 100.0% -3.8% -1,252,505 -3.3%
+ - Includes revisions for previous months
P - Preliminary, final figures will appear in the detailed quarterly report.
* - Net total after deducting shipments to reporting companies.

別表3　米国における需要分野別の鉄鋼出荷量

CURRENT MONTH YEAR TO DATE+

CHANGE FROM 2023

YEAR TO DATE
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皆さん、こんにちは。 
 
７月後半から８月上旬にかけて、ウィーンは比較的穏やかな天気が続きました。もっとも、晴れ

ていても突然強いにわか雨が降る、朝どんよりした曇りが、カラっと晴れに変わるなど一日にお

ける変動も大きいように感じます。8月の第三週目は最高気温34℃をピークに30℃前半が一週間

続く予報となっています。 
 
今夏はパリオリンピック（Paris 2024）が開催され、日本選手団は総合メダル順位で、前回の東

京大会と同じ３位となり柔道、レスリング、体操、フェンシング、及びスケートボードなどで活

躍の姿が伝えられました。日本はブレイキング（ブレイクダンス）とやり投げ競技でも金メダル

を取り、選手層の厚さだけでなく広がりも持っていることが印象的でした。 
ただ前回と比べ日本は金メダル数と総メダル数を大幅に落としていることが気になりました。 
 
注目のオーストリアは、金メダル２個、銀０個、銅３個で総合36位と健闘しました。金メダルは

両方ともセーリング（男子カイト、男女混合ディンギー）、銅は女子柔道で１個、残りは両方と

もスポーツクライミング（ボルダリング）でした。ウィーン州や東部ブルゲンランド州といった

通年風の強い地域では湖でのセーリングや川でのボート漕ぎが人気とのことですし、またアルプ

スを擁する山国でロッククライミングも盛んであることから、納得の内容のように思えます。 
 
この稀な機会に観戦と雰囲気を体験するため、７月後半休暇を頂きフランスのリヨンとパリを旅

行しました。 
リヨンでは男女サッカー予選試合を２試合観戦しました。実は昨年2月末の抽選時にオリンピッ

クのチケットを購入しているのですが、試合は、男子がウクライナ対イラク、女子が開催国フラ

ンス対コロンビアとなりました。ウクライナ戦では、地元観客はウクライナびいきのようでした

が、積極的に応援するという姿勢ではありませんでした。 
翌日のフランス戦では、予選第一試合にも拘らずほぼ満席の会場をフランス国旗、大声援が埋め

尽くし、異様な盛り上がりを見せていました。 
今回一部の試合で地元フランス選手に対する過剰な応援と相手国選手に対するブーイングなど

マナー違反の応援スタイルが指摘されていましたが、この試合では純粋に自国を応援し楽しむと

いう雰囲気に見えました。スタジアム内で注文したコーラは、Paris 2024オリジナルデザインの

プラスチックタンブラー（500㎖）に注いでもらいましたが、デポジット込みでおよそ５ユーロし

たうえ、カード決済もVisa（スポンサー会社）しか使えないというものでした。試合はフランス

が勝ち、大きなリヨンスタジアムの観客席で観客のウェーブが何周も往復していました。  
 
パリでは非常に物々しい警備体制が敷かれており、開会式当日はいくつもの通りがバリケード

で歩行者含め通行止めされていました。ただ警察官もライトアップされたエッフェル塔を自身の

スマホで撮影したり、観光客からの撮影依頼に応じるなどフランスらしい？光景がいくつか見ら

れ、街全体で開催している一体感を感じることができました。 
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エッフェル塔の風景 

ジェトロ・ウィーン事務所 
産業機械部 佐藤 龍彦 
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皆様、こんにちは。ジェトロ・シカゴ事務所の川﨑です。  
ひところの暑い日々は落ち着き、8 月下旬ともなるとほぼ秋のよう気候となっています。

朝は 10 度台前半という日も出てきました。 
そんな中、ベランダの小さな花に何かがやってきました。何かの虫かと思いましたが、ど

うも様子が違います。よく見てみると、それはハチドリではありませんか。様々な虫や動物

は見かけるのですが、ハチドリまでいるとは驚きです。 
じっと見ている人間の影に気付いているのかいないのかわかりませんが、翌日もまたやっ

てきて、しばらく滞在していきました。一通りこの辺りのことは理解したつもりでいました

が、今後もまだまだ新しい発見がありそうです。 
 
ところで、今年も Chicago Air and Water Show に行ってきました。今年は少し様子がわ

かっているので昨年ほど朝早くは出かけませんでしたが、そのためか昨年に比べて電車・バ

スは非常に混んでいました。 
開始直前ということもあり砂浜も混んでいましたが、視界の確保できそうなところを見

つけ、開始を待ちます。最高気温は摂氏 25 度ほどとそれほど暑くはありませんが、天気は

雲一つない快晴で、砂浜はやはり暑いです。 
今年の一つの目玉はトリを務めるアメリカ海軍所属のアクロバット飛行隊 Blue Angels 

です。昨年はアメリカ空軍の Thunderbirds が演技飛行を行いましたが、双方の演技を見る

ことができるのもなかなかできない経験ではないかと思います。 
ショーが始まり、様々なアクロバット飛行やデモンストレーションが続きます。昨年とは

異なる航空機や演技も多く、毎年見ても飽きさせないバリエーションの多さはさすがだと

思います。その中でも、ジェット戦闘機が空中で静止したまま観客の方に機首を向け、観客

に向かってお辞儀をするかのようなデモンストレーションなどはとても印象深いものでし

た。 
ショーは 4 時間以上行われますが、その最後の方になってようやく Blue Angels の登場

です。昨年の Thunderbirds と同様の演技もありますが、オリジナルのものもあり、個人的

には Blue Angels の技の方が好きかもしれません。 
帰りの電車の関係で、演技の途中で駅に向かって移動を開始しなければならず、歩きなが

らも演技を見ていましたが、もう少し時間があればゆっくり見ることができたのにと少し

残念に思います。 
会場には公共交通機関だけでなくマイカーで訪れる観客も多くいます。そのため帰りは

ひどい渋滞となり、バスも巻き込まれて全然前に進みません。歩いた方が早いぐらいです。

時間に余裕をもって移動を開始したはずでしたが、駅前に到着したのは電車の発車時刻を

過ぎてからとなってしまいました。あきらめて 1 時間後の次の電車を待つことにして、と

りあえずバスを降りて駅に向かうと、なんと乗るはずであった電車が待っています。 
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ホームに間違いはないものの電車に行先の表示がないため、自分が乗る予定であったも

のなのか、車掌に行先を確認し、無事乗り込みました。 
アメリカの鉄道はあまり気の利いたことをしなさそうな印象を勝手に持っていたので、

これには驚かされました。 
それではまた。 

 
ハチドリ 

ジェトロ・シカゴ事務所 
産業機械部 川﨑 健彦 
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